
会周
包
局
星
人
工
圃
患
宮
田
町
ω⑭
怠
易
自

ua申

朗

-
沖
縄
か
ら

名
護
市
に
「
工
コ
ネ
ッ
ト
美
」
誕
生

A
V
阪
神
か
ら

〈
被
災
者
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
結
成

A
V
女
性
に
対
す
る
暴
力
ー
ー
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
書
の
紹
介

前
田
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小
川
み
さ
子
署

熱
い
思
い
を
抱
い
て
、
鹿
児
島
市
議
会
初
の
革
新
系
無
所
属
と
し
て
当
選
し
た
〈
あ
ご
ら
〉
会

員
の
小
川
み
さ
子
さ
ん
。
議
会
に
入
っ
て
み
る
と
ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば
か
り
。
た
と
え
ば
毎
月
の
報

酬
の
ほ
か
に
議
会
に
出
る
た
び
に
一
日
一
万
円
の
日
当
が
つ
く
。
こ
れ
は
オ
カ
シ
イ
の
で
は
?
と

問
題
提
起
を
し
た
と
た
ん
、
保
守
か
ら
革
新
ま
で
保
革
一
致
の
い
じ
め
に
:
:
:
。
そ
の
波
風
を
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
仕
立
て
た
、
必
読
の
一
冊
で
す
。

受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
積
み
立
て
た
日
当
一
万
円
が
八
十
四
万
円
に
。
そ
れ
を

H

有
効
利
用
v

し
た
自
費
出
版
で
す
。
地
方
議
会
こ
そ
永
田
町
の
縮
図
。
参
議
院
選
の
前
に
、
ぜ
ひ

お
読
み
く
だ
さ
い
。

定
価
一
五

O
O円
(
+
税
)

〈
あ
ご
ら
〉
会
員
の
方
に
は
送
料
と
税
金
分
サ
ー
ビ
ス

E30C出版部
〒160・0022新宿区新宿 1-9・4 TEL03・3354・3941 FAX 3354-9014 
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「わたしの声」を届けよう制度づくりに

色、色、色、

男
女
「
基
本
法
」
|
|
仮
称
、
男
女
共
同
委
画
基
本
法
の
論
点
整
理
が
、
よ
う
や
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
七
五
年
の
国
際
婦
人
年
か
ら
二
十
三
年
、
八

O
年
の
「
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
条
約
」

の
批
准
か
ら
で
も
す
で
に
十
八
年
、
よ
う
や
く
ま
と
ま
っ
た
こ
と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

一
九
七
五
年
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
第
一
回
世
界
女
性
会
議
が
聞
か
れ
た
と
き
、
欧
米
諸
国
の
中
に
は

す
で
に
男
女
平
等
法
を
成
立
さ
せ
た
国
も
あ
り
、
多
く
の
国
が
そ
の
成
立
に
向
け
て
燃
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
メ
キ
シ
コ
会
議
を
「
は
る
か
な
遠
い
鐘
の
音
の
よ
う
に
」
聞
い
て
い
た
日
本
女
性
た
ち
。
大
部

分
は
鐘
の
音
に
さ
え
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
日
本
の
現
実
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

総
理
府
が
今
回
発
表
し
た
仮
称
「
男
女
基
本
法
」
許
賞
金
理
は
、
こ
の
間
に
繰
り
返
さ
れ
た
女
た
ち
の

長
く
熱
い
議
論
を
思
う
と
、
ま
だ
ま
だ
意
に
そ
わ
ぬ
思
い
を
な
さ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
「
男
女
共

同
参
画
社
会
」
と
い
う
定
義
か
ら
異
議
を
述
べ
た
い
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
内
閣
府
、
男
女

共
同
参
画
審
議
会
は
、
「
〈
共
同
参
画
〉
を
う
た
う
以
上
、
制
度
づ
く
り
の
課
程
か
ら
〈
共
同
参
茄
〉
し
て
ほ

し
い
、
一
般
市
民
か
ら
の
提
案
を
七
月
三
十
一
日
ま
で
受
け
つ
け
る
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
目
を
通
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
声
を
男
女
共
同
参
画
室
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。
文
章
が
わ
か
り
に

く
い
と
い
っ
た
簡
単
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
そ
の
声
を
受
け
て
、
秋
に
本
案
が
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
ど
れ
だ
け
「
実
効
」
を
生
む
か
は
、
選
挙
で
、
私
た
ち
の
思
い
を
代
表
す
る
議
員
を
ど
れ
だ

け
多
く
生
む
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

折
し
も
参
統
選
、
最
良
の
選
択
を
ぜ
ひ
f

(
P
4
3
幻
は
総
理
府
の
資
料
主
蓄
士
編
集
し
て
読
み
や
す
く
し
た
も
の
で
、
文
章
や
数
字
や
内
容
は
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
で
す
。

意
見
書
皇
裏
は
特
ぺ
l
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

A
4版
H
倍
の
大
き
さ
、
一
四
四
%
に
拡
穴
否
コ
ピ
l
し
て
玄
荊
朗
〈
だ
さ
い
)

I 



2
4
1
号

目
次

制
廃
づ
く
り
に
「
わ
た
し
の
声
」
を
届
け
よ
う

I

男
女
共
同
室
聞
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
の
品
宮
山
整
理
に
つ
い
て
肉
閣
総
理
大
臣
宣
宮
内
女
共
同
参
画
室
4

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
の
弘
宮
山
整
理

6

一

》

フ

一

J

I

基
本
法
の
必
要
性

H

基
本
法
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項

お九〔童書〕

ヂ

』

…

リ
J

l

男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
(
平
成
八
年
答
申
抜
粋
)

M

• 

疏

2
男
女
共
同
委
曲
二

O
O
O年
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
(
震
九
年
男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
空
襲
二

p
h
3
男
女
共
同
参
画
議
会
設
置
法
(
平
成
九
年
)

M

4

中
央
省
庁
等
改
革
基
本
法
(
抄
)
タ

芳

5
行
政
改
芸
亙
議
最
義
告
(
平
成
九
年
)
汐

6
男
女
共
同
参
画
室
E
基
本
問
題
部
会
委
員
名
簿
。
…

一

7
審
議
状
況
。

8
基
本
法
検
討
小
委
員
会
の
審
議
状
況
#

9
今
後
の
審
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
“
叩
意
見
交
換
会
予
定

W

U

意
見
書
書
式
。



巻
議
院
選
毎
附
属
女
性
候
補
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

49 

T
E
n
u
D
B
E
a
n
u
c
u
 

集
会
か
ら

気
に
な
る
基
詰

沖
縄
か
ら

阪
神
か
ら

参
院
選
、
各
党
「
女
性
候
補
」
を
目
玉
に
/
面
目
一
新
扉
生
白
書
」
ほ
か

54 

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
f
税
金
と
年
金
/
「
慰
安
婦
」
裁
判
の
現
状
と
今
後

56 

G
lレ
イ
テ
イ
ド

前
睦

58 

名
護
市
に
「
エ
コ
ネ
ッ
ト
美
」
誕
生
/
名
護
市
民
原
告
団
を
支
援
す
る
〈
全
国
サ
ポ

I
タ
l
〉
募
集

〈
市
民
H
議
員
立
法
実
現
推
進
本
部
〉
が
墾
暴
会
/
〈
被
災
者
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
結
成

叩
女
性
に
対
す
る
暴
力
|
|
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
書
の
紹
介
(
第
六
回
)

あ
ご
ら
の
あ
ご
ら

品
別
田

66 

朗

80 

ほ
か

60 

63 



同
岡
市
ぬ
品
村
田

aw固
誼
曾
昌
志
舘
《
偲
翻
》
⑫

自
息
詰
国
Emdhω
定

平
成
十
年
六
月
十
六
日

男
女
共
同
参
画
審
議
会
基
本
商
題
部
会

-
昨
年
六
月
十
六
日
、
男
女
共
同
一
参
画
審
議
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る
た

め
の
方
策
に
関
す
る
基
本
的
事
項
」
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
、
同
日
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る
た
め

の
基
本
的
な
方
策
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
霊
融
会
に
基
本
問
題
部
会
を
設
置
し
た
。
部
会
は
、

現
在
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

本
年
二
月
十
六
日
、
基
本
法
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
等
に
つ
い
て
部
会
の
検
討
に
資
す
る
た
め
の
原
案
を
作
成
す
る

た
め
、
部
会
に
基
本
法
検
討
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
小
委
員
会
に
お
い
て
は
三
カ
月
の
聞
に
十
一
回
の
会
合
を
重

ね
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
今
般
、
そ
の
論
点
整
理
に
つ
い
て
墾
口
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
部
会
へ
提
出
さ
れ
た
。

4 



3 

部
会
で
は
、
こ
の
原
案
に
つ
い
て
検
討
し
、
部
会
と
し
て
の
論
点
整
理
を
と
り
ま
と
め
た
が
、
こ
の
基
本
法
が
社
会
の

在
り
方
そ
の
も
の
に
関
わ
り
、
今
後
の
我
が
国
の
変
革
の
柱
の
一
つ
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体

や
民
間
団
体
、
国
民
各
層
か
ら
広
く
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。

4 

論
点
整
理
は
、
基
本
法
の
必
要
性
に
つ
い
て
記
述
し
た
I
と
、
基
本
法
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
等
及
び
今
ま
で
に
議
論

さ
れ
た
論
点
に
つ
い
て
整
理
し
た
H
か
ら
な
る
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

5 

こ
の
論
点
整
理
に
お
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
は
、
男
女
共
同
一
参
画
社
会
の
実
現
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
・
理
今
盆
守
を
規
定
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
基
本
法
の
性
質
上
、
直
接
に
国
民
の
権
利
を
制
限
し
、
義
務
を
課
す
る
な
ど
個
別
の
領
域
に
つ

い
て
規
定
す
る
場
合
は
個
別
法
の
定
め
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。

6 

各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
、
部
会
に
お
い
て
更
に
審
議
を
進
め
、
部
会
報
告
を
受
け
て
審
議
会
の
答
申

が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
四
二
回
国
会
の
総
理
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
基
本
法
案
を

来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

7 

部
会
と
し
て
は
、
こ
の
論
点
整
理
に
対
し
、
広
い
関
心
と
建
設
的
な
意
見
が
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

5 



I 

男女共同参画社会
基本法(仮称)

の
論点整理

基
本
法
の
必
要
性

6 

た男
め女
の共
基同
礎参
的画
条社
件会
づを
く形
り成
す
る

(
男
女
共
同
参
画
審
議
会
基
本
問
題
部
会
)

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
か

ω
男
女
共
同
室
由
社
会
の
守
窺
は
次
の
五
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
醤
宮
で
あ
る
。

〈
「
男
女
共
同
愛
由
ピ
ジ
ョ
と
(
平
成
八
年
七
月
三
十
日
男
女
共
同
委
画
審
議
会
直
・
)
参
照
V
(
P
M
)

ア
人
権
を
壁
斗
す
る
こ
と

イ
政
策
・
方
針
決
定
課
程
へ
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
主
主
義
の
成
熟
を
図
る
こ
と



ウ
社
会
的
・
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別
(
ジ
ェ
ン
ダ
l
)
に
敏
感
な
視
点
を
定
着
・
深
化
さ
せ
る
こ
と

エ
二
十
一
世
紀
を
切
り
開
く
た
め
に
男
女
共
に
よ
り
質
の
高
い
生
活
を
実
現
す
る
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と

オ
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
こ
と

ω男
女
共
同
室
開
計
Z
E
の
守
窺
は
、
経
済
・
埜
高
霊
視
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
緊
要
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
に
か
け
て
我
が
国
の
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

(
P
M参
照
)
。
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
と
は
、
①
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
こ

と
、
@
国
内
経
済
活
動
が
成
熟
化
す
る
と
と
も
に
国
際
化
が
更
に
進
む
こ
と
、
@
情
報
通
信
が
高
度
化
す
る
こ
と
、
④
家

族
形
態
が
多
様
化
す
る
こ
と
、
@
男
女
の
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
方
が
変
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
冷
戦
が
終
着
し
、
今
後
、
地
球
規
模
の
経
済
競
争
を
迫
ら
れ
る
な
か
で
、
地
球
環
境
と
の
共
存
を
図
り
つ
つ
、

我
が
国
が
持
続
可
能
な
雪
展
の
道
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
画
一
化
、
均
質
化
と
は
対
照
的
な
、
名
様
化
、

個
性
化
に
よ
り
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
個
人
が
そ
の
能

力
と
個
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
ム
E

、
す
な
わ
ち
男
女
並
向
委
画
社
会
の
実
現
が
一
層
雪
凪
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

2 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
た
め
に
い
か
に
基
礎
的
条
件
づ
く
り
を
す
る
か

棄

怪

童
躍

i 
z 

ア

重罰
巷窪
己"
同り

の初t
4->・・

官費
回・

z棄
事に
碩当
をた
対つ
象主
と基
す本
る悶

崩事

?争
解を
釈翠

運手
用る
しこ
と
及
び

棄
す
る

当

て

7 



そ
の
個
別
法
令
自
体
に
特
段
の
規
定
が
な
い
限
り
、
基
本
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
政
策
目
標
や
政
策
理
念
に

沿
う
よ
う
に
者
最
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
が
、
基
本
法
を
制
定
す
る
大
き
な
理
由
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
基
本
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
種
法
律
に
基
づ
く
行
政
施
策
の
企
画
・
立
案
と
運
用
や
、
政
府

提
出
法
律
案
の
作
成
、
そ
し
て
裁
判
の
際
の
各
種
法
律
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
の
基
本
指
針
が
、
政
策
決
定
煮
裁
判
所

に
対
し
て
示
さ
れ
、
実
質
的
な
総
合
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

イ
政
位
擢
進
に
あ
た
り
、
総
合
怪
、
効
率
性
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
一
計
画
を
提
示
す
る
こ
と

政
策
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
政
策
項
目
を
基
本
理
念
に
沿
っ
て
矛
盾
な
ど
の
な
い
よ
う
、
総
合
的
・
一
体
的
に
実
施

に
移
し
、
経
済
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
適
時
適
切
に
対
応
し
て
効
率
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
政
策
決
定
過
程
の
手
続
、
特
に
行
政
内
部
の
政
策
決
定
過
程
の
手
続
の
中
に
、
行
政
の
各
部
署
が
一

体
と
な
っ
て
総
合
的
に
施
策
を
実
施
で
き
、
経
済
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
そ
の
時
々
の
行
政
需
要
に
機
動
的
に
対

応
で
き
る

4
削
画
に
よ
る
調
整
。
の
仕
組
み
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
基
本
法
は
政
府
に
計
画
の
樹
立
を
義
務
づ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
こ
と

基
本
理
念
に
沿
っ
て
政
策
を
総
合
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
基
本
法
に
よ
っ
て
、
園
、
地
方
公
共
団
体
、

国
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
責
任
の
堕
仕
と
範
囲
を
明
確
に
し
、
そ
の
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

エ
推
進
体
制
の
提
示

基
本
理
念
に
沿
っ
て
政
策
を
総
合
的
、
効
率
的
に
、
か
っ
、
国
民
か
ら
の
信
嶺
を
保
ち
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
、
基
本
法
に
よ
っ
て
、
政
策
推
進
に
あ
た
っ
て
総
合
調
護
寵
を
持
ち
か
つ
広
く
国
民
各
層
の
考
え
を
反
映
さ
せ

る
推
進
体
制
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

8 



(2) 

男

妻
同
悲

4 
塁
塁
成
す
る

め

霊
法
は
必
要

イ
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら

ωの
機
能
を
持
つ
基
本
法
を
制
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

ア
タ
テ
の
総
合
性
を
確
保
す
る
こ
と

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
①
個
人
や
団
体
に
よ
る
性
別
に
基
づ
く
差
別
の
撤
廃
と
い
う
次
元
、

@
勇
女
共
同
参
画
を
積
極
的
に
促
進
す
る
措
置
(
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
)
の
次
元
、
③
社
会
制
度
・
慣
行
を
男

女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
て
見
直
す
と
い
う
次
元
に
お
け
る
取
組
が
課
題
と
な
る
。

こ
の
三
つ
の
次
元
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
③
の
次
元
に
つ
い
て
は
、
北
京
で
の
第
四
回
世
界
女

性
会
議
を
主
な
契
機
と
し
て
、
日
明
連
や
先
進
諸
国
で
取
組
が
進
ん
で
お
り
、
我
が
国
で
も
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
で

の
抱
掃
を
受
け
て
、
男
女
共
同
一
参
画
二

O
O
O年
プ
ラ
ン
(
平
成
八
年
十
二
月
十
三
日
男
女
共
同
委
画
推
進
本
部
決
定
)

に
よ
り
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。
③
の
次
元
ま
で
含
め
て
取
組
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
多
く
の
個
別
法
令
を
も
対
象
と

す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
基
本
的
な
法
律
の
制
定
が
不
可
欠
と
な
る
。

「
(
注
l
)
積

極

的

参

画

促

進

措

置

(

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

・

ア

ク

シ

ョ

ン

)

}

一
過
去
に
お
け
る
社
会
的
・
撞
遁
的
な
差
別
に
よ
っ
て
、
現
在
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
い
る
集
団
に
対
し
て
、
一
定
一

一
の
範
囲
で
特
別
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
実
質
的
な
機
会
均
等
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
暫
一

戸

定

的

な

措

置

」

ヨ
コ
の
懇
曜
を
確
保
す
る
こ
と

男
女
共
同
一
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
、
学
盤
守
多
く
の
領
域
に
わ
た
っ
て
総
合

9 



的
に
取
り
組
む
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
領
域
に
お
い
て
、
上
記
の
タ
テ
の
総
合
性
を
確
保
し
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
二

O
O
O年
プ
ラ
ン

が
掲
げ
る
四
つ
の
基
本
目
標
と
十
一
の
重
点
目
標

(
P
M
)
に
向
け
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
基
本
法
の
制
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ウ
効
率
性
と
総
ム
躍
を
確
保
す
る
た
め
に
塞
押
停
制
を
塾
講
す
る
こ
と

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
施
策
を
効
率
的
、
計
画
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
、
推
進
主
体
の
責
任
の
所
在
、
範
囲
を
明
ら
か
に
し
、
推
進
主
体
間
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
基
本
計
画
の
樹
立
と
総
合
調
整
権
を
持
っ
た
機
構
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

10 

〔
参
考
〕

1
.
「
男
女
共
同
笠
間
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
法
律
に
つ
い
て

速
や
か
に
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
提
言
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
二

0
0
0

年
プ
ラ
ン
」
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
促
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
法
律
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
二
月
十
六
日
の
第
一
四
二
回
国
会
に
お
け
る
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
橋
本
総
理
大
臣
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
法
律
案
を
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
旨
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

2

基
本
法
と
個
別
法

ω法
令
の
形
式
的
効
力



基
本
法
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
個
別
の
法
律
で
あ
れ
、
胃
法
の
形
式
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
、
国
会
の
議
決
に
よ
っ
て
成

立
し
た
も
の
で
、
両
者
で
そ
の
形
式
的
効
力
の
点
に
お
い
て
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
よ
っ
て
、
後
法
優
先
の
原
則
や
特

別
法
優
先
の
原
則
な
ど
は
、
個
別
法
相
互
の
場
合
と
同
様
、
基
本
法
と
個
別
法
の
聞
に
お
い
て
も
働
く
。

ω基
本
法
の
優
越
性

‘
基
本
法
は
、
各
分
野
に
お
け
る
基
本
的
・
根
幹
的
事
項
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
法
と
同
一
の
分
野
に
属

す
る
も
の
を
対
象
と
す
る
法
律
に
対
し
て
基
本
法
を
優
越
さ
せ
、
憲
法
と
個
別
法
と
の
聞
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
実
質
的

に
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
法
政
策
的
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

ω基
本
法
と
個
別
法
の
機
能

基
本
法
は
、
通
常
、
明
法
と
同
一
の
分
野
に
お
け
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
事
項
を
規
定
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
基
本
法
に
お
い
て
は
、
何
法
と
同
一
の
分
野
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
べ

き
こ
と
を
包
括
的
に
規
定
し
(
環
境
基
本
法
等
)
、
ま
た
、
直
接
に
国
民
の
権
担
義
務
を
規
律
す
る
規
定
を
設
け
る
な
ど
個

別
領
域
に
つ
い
て
規
定
す
る
場
合
も
、
自
ら
そ
れ
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、
他
の
個
別
法
令
の
定
め
に
譲
る
こ
と
と
す
る

(
原
子
力
基
本
法
等
)
な
ど
、
基
本
法
と
同
一
の
分
野
の
施
策
の
実
施
に
関
し
て
は
個
別
法
令
の
機
能
と
し
、
そ
の
制
定

に
係
る
措
置
そ
の
他
の
法
制
上
の
措
置
等
を
促
す
事
項
を
規
定
し
て
い
る
(
誘
導
的
効
果
)
。
ま
た
、
当
該
分
野
の
基
本
的

な
方
針
・
理
念
等
を
規
定
す
る
な
ど
し
て
、
各
種
法
律
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
提
示
す
る
「
政
策
内

容
面
に
対
す
る
枠
つ
け
機
能
」
や
、
政
策
決
定
過
程
の
手
続
に
基
本
計
画
や
大
綱
の
策
定
等
の

4
川
画
に
よ
る
調
整
“
の

仕
組
み
を
設
け
る
な
ど
の
「
政
策
決
定
過
程
に
対
す
る
枠
つ
け
機
能
」
も
個
別
法
に
対
す
る
基
本
法
の
機
能
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
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12 

H

基
本
法
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項

こ
れ
は
、
今
回
の
基
本
法
の
要
点
を
上
段
に
ま
と
め
、
審
議
会
の
過
去
の
論
点
と
対
比
さ
せ
た
も
の
で
す
。

最
初
に
こ
れ
を
読
ん
で
か
ら
全
文
を
読
む
と
、
理
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
(
あ
ご
ら
編
集
部
注
)

員U総 項

盛
り
込
む
べ
き
と
し
て
い
る
事
項
等

目

一
O

「
人
権
の
確
立
」
と
「
経
済
社
会
的
緊
要
性
へ
の

対
応
」
は
、
こ
の
法
律
の
制
定
理
由
と
し
て
い
か

法
律
の
目
的
と
し
て
次
の
事
項
を
含
め
る
こ
と
一
な
る
関
係
に
立
つ
の
か
。

と

す

る

。

…

o
目
的
と
基
本
理
念
の
内
容
が
重
複
す
る
場
合
も

・
男
女
の
人
権
の
壁
止
を
目
指
す
こ
と
…
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
経
済
社
会
一

1
I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
一

的
な
緊
要
性
に
対
応
す
る
こ
と
一
一

2
1
)
男

女

共

同

参

画

社

会

の

定

義

一

一
男
女
共
同
委
画
審
議
会
設
置
法
第
一
条
一

・
「
基
本
理
念
」
、
国
等
の
責
務
」
、
「
墓
凧
の
基
本
二
男
主
主

F
妻
E
霊

Z露
呈

E
貫
一
会
一

的

事

項

」

等

を

定

め

る

こ

と

一

「

|

ゆ

閣

阿

川

円

|

l

i

l

i

-

-

-

-

s

i

l

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

男

女

共

同

参

画

社

会

の

定

義

一

、

o
男
女
が
社
会
的
、
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
一
一
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
人
の
個
性
に
基
づ
い
て
能

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
二
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
十
分
に
保
障
さ
れ
る

と

一

一

社

会

を

す

み

や

か

に

実

現

す

る

こ

と

を

目

的

一
r

に
規
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

合
ま
で

内

駅ヂセ，

官

等

的目



総 員リ

基本理念

一、

o表
面
上
は
男
女
異
な
る
取
扱
い
を
行
っ
て
い

一
な
い
が
、
一
方
の
性
に
差
別
的
効
果
を
も
た
ら

{
す
よ
う
な
取
扱
い
(
い
わ
ゆ
る
『
同
接
差
別
』
)

一
を
、
「
阻
害
要
因
の
除
去
」
に
配
慮
事
項
と
し
て

一
r

盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

「
0
い
わ
ゆ
る
商
接
差
別
』
に
つ
い
て
は
、
明
確

男
女
共
同
室
聞
社
会
の
形
成
の
促
進
は
、
次
の
基
二
な
定
義
が
な
く
、
直
接
差
別
よ
り
事
実
の
認
定

本
理
念
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
一
「
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

な

い

こ

と

と

す

る

。

一

「

0
ジ
エ
ン
丹
い
を
問
題
に
し
そ
の
偏
り
を
是
正

・
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
二
す
る
こ
と
が
こ
の
基
本
法
の
意
義
で
あ
る
の
で
、

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
阻
害
す
る
要
因
一
戸
「
阻
害
要
因
の
墜
A

」
に
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

の

除

去

…

「

O
ジ
ェ
ン
ダ
!
と
い
う
概
念
は
一
般
に
は
十
分

・
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
参
画
…
戸
理
解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
国
際
的
に
壁
止
さ
れ
た
理
念
の
尊
重
と
国
際
協
一
寸
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
'
|
1
1
1
1
1
1」

力

の

積

極

的

推

進

ニ

2
2
)
ジ
ェ
ン
ダ
l

社
会
的
・
文
化
的
に
形
一

一
成
さ
れ
た
性
別
。
生
物
学
的
な
性
別
で
あ
る
一

一
セ
ッ
ク
ス
と
区
別
し
て
用
い
ら
れ
る
。
一

一
O

別(ー
とい rrs'
解わ害
しゅ婁
てる因
は ~V
など|事
らア芦
なユ~;:・、ノ、

j zi 
込言書面

えと5握
きを措
で差置

13 
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基 本 理 “忌自h

ー---ーーー・・ー------------------.ーーー・・・・・ーーー---------------------.-----ーーー・ーー・ーーー・・・ー・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・F・・----
O 

対し進園は、(ジ済は整調カ示本我 ii童図よ ー

lま
へ1 国す的が につ過言三 な

で 94エの 4し中 H な国

自は程自ン女 6た 7官合は

し亙

H ダ性自 G位
。現す るし 、に

カ当

こて現おア
。

で D~l の 医長高 の
は iZ参 h 丈警暴 ると 、歪"1、けク委国l

こ等一 るシ

B GiJib  自が 1 とに定型社ヨ健
の 会ン喜I E ワのでエgど 9 員り範を的)と M~l 程あン 襲干 9

当 るダ ~ 7 
、囲こ・ 且

Gカぁメ度が lに ま年 と震でう種 ( 
E 35モン堂、開よででに し的特む担 い

1¥1 ~; ト軍政重需重りは伸発警 たな別な つ的 わ

格差の高ー測す H 、び
てなゆ

い般 G&~D1 た 暫機機い差 る

のに gE?び 1 7か主 高ム会る別 ポ

がに先で M~経でを 5 を 高を集に ジ

14 



総 員リ

基本理念

き
わ
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
〔
O
E
C
D
(経

済
協
力
開
発
機
構
)
加
盟
却
カ
国
中
で
G
E
Mを

測
定
し
た
幻
カ
国
の
う
ち
沼
位
、

D
A
C
(
O
E

C
D
の
開
発
援
助
委
員
会
)
構
成
国
幻
カ
国
中
却

位〕

(
P
U
)
。

国
際
社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
占
め
る
地
位

ゃ
、
国
際
協
力
の
推
進
の
見
地
か
ら
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
の
促
進
、
特
に
意
司
ω
決
定
課
程
へ

の
参
画
が
必
要
で
は
な
い
か
。

(注

4
)
H
D
l
、
G
D
l
、
G
E
M

H
D
-
(人
間
開
書
稽
数
)

基
本
的
な
人
間
の
能
力
が
平
均
ど
こ
ま
で
伸

び
た
か
を
測
る
も
の
で
、
そ
の
基
礎
と
な
る
「
長

寿
を
全
う
で
き
る
健
康
な
生
活
」
、
「
知
識
」
及
び

「
人
並
み
の
生
活
水
準
」
の
3
つ
の
側
面
の
達

成
度
の
複
合
指
数
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
平
均

寿
命
、
教
育
水
準
(
成
人
識
字
率
と
就
学
率
)
、

国
民
所
得
を
用
い
て
算
出
し
て
い
る
。
な
お
、

H

D
I
は
、
国
民
全
体
の
平
均
的
な
状
況
を
表
わ

す
も
の
で
、
社
会
の
様
々
な
グ
ル
ー
プ
聞
の
配
分

の
不
平
等
に
つ
い
て
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

15 



総 買日

基本理念

G
D
l
(
ジ
ェ
ン
ダ
l
開
発
指
数
)

H
D
I
と
同
じ
く
基
本
的
能
力
の
達
成
度

を
測
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
女
性
と

男
性
の
間
で
見
ら
れ
る
達
成
度
の
不
平
等
に

注
目
し
た
も
の
。

H
D
I
と
同
様
に
平
均
寿

命
、
教
育
水
準
、
国
民
所
得
を
用
い
つ
つ
、
こ

れ
ら
に
お
け
る
男
女
間
格
差
(
平
均
余
命
、
初

等
・
中
等
・
高
等
教
育
の
総
就
学
率
、
勤
労
所

得
等
の
格
差
)
を
考
慮
し
て
算
出
し
て
お
り
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
1
の
不
平
等
を
調
節
し
た
H
D

I
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

G
E
M
(
ジ
ヱ
ン
ダ
l
・
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
測

定
)女
性
が
積
極
的
に
経
済
界
や
政
治
生
活
に

参
加
し
、
意
思
決
定
に
参
加
で
き
る
か
ど
う
か

を
測
る
も
の
。

H
D
I、
G
D
I
が
能
力
の
拡

大
に
焦
点
る
-
当
て
て
い
る
の
に
対
し
て
、

G
E

M
は
、
そ
の
よ
う
な
能
万
を
活
用
し
、
人
生
の

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
に

焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
女
性
の

16 



人間開発に関する指標の国際比較

{資料出所:UNDP (国連開発計画) r人間開発報告書 1997j)
HOI 国主 HOI値 GOI 国名

順位 傾也

1カナダ 0.960 1カナダ
2フランス 0.946 2ノルウェー
3ノルウェー 0.943 3スウzーデン
4米国 0.942 417イスランド
5アイスランド 0.942 5米国

67誌オラン草ダ委窓喜怒怒
0.940 6フランス
0.940 7フィンランド

Bフィンランド 0.940 Bニュージーランド
gニュージーランF 0.937 gオーストラリア
10スウェーデン 0.936 10デンマーヲ
11スペイン 0.934 11オランダ
12オーストリア 0.932 12長蚕玄室霊霊主窓宗
13ベルギー 0.932 13英国
14オーストラリア 0.931 14ベルギー
15英国 0.931 15オーストリア
16スイス 0.930 16ドイツ
17アイルランド 0.929 17パルパドス
18デンマーヲ 0.927 181，¥ハマ
19ドイツ 0.924 19スペイン
20ギリシャ 0.923 20スイス
21イ宮リア 0.921 21ギリシャ
22香港 0.914 22イスラエル
23イスラエル 0.913 23イ事リア
24キプロス 0.907 24スロペヱ7
251'¥Jレ，¥t:ス 0.907 25チエコ
26シンガポール 0.900 26スロパキア
27ルヲセンブIt.グ 0.899 27シンガポール
281，(ハマ 0.894 28香港
2917ンティグ7・パーブー 0.892 29アイルランド
ダ
30チリ 0.891 30ポルトガル
31ポルトガル 0.890 31ウルグアイ
321U国 0.890 32トリニダード・トパゴ
33コス?リカ 0.889 33キプロス
34マIt.? 。.887 34ハンガリー
35スロベニ7 0.886 351U国
36アルゼンチン 0.884 36コス事リカ
37ウルグアイ 0.883 37ポーランド
38ブルネイ 0.882 38ルヲセンブルグ
39チエコ 0.882 391?イ
40トリニダード・トパゴ 0.880 40コロンピア
41U:ミエカ 0.873 41パナマ
42スロパキ7 0.873 42ベラルーシ
43パーレーン 0.870 43ベネズエラ
4417ラフ首長国連邦 0.866 44チリ
45パナマ 0.864 45マレーシア
46フィジー 。.86，46ロシ7
41ペネズエラ 0.86 11 4 7アルゼンチン
48ハンガリー 0.85 71 4 BマJt.?
4911!~.~リλ.71-'ヰイピλ 0.85 31 4 9ブルガリア
50メキシコ 0.85 31 5 。メキシコ

注1)HDI且1位は.175カl司中の順位である.
lE2) GDI席i位は.146カ図中の順位である.
t1:3) GEM順位は.94カ問中の順位である.
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GOI瞳 GEM 国名 GEM圃
順位

0.939 11.1 Jt.ウェ 0.795 
0.934 2スウェーデン 0.784 
0.932 3デンマーク 0.728 
0.932 4フィンランド 0.719 
0.928 5エュージーランド 0.718 
0.926 6カナ'1 0.700 
0.925 7米国 0.671 
0.918 Bオーストリア 0.667 
0.917 ードイツ 0.661 
0.916 10オランダ 0.660 
0.901 11オーストラリア 0.659 
0.901 12スイス 0.642 
0.896 13ルヲセンブルグ 0.631 
0.891 14パルパドス 0.602 
0.890 15ベルギー 0.591 
0.886 16イ告リア 0.573 
0.885 17トリエダード・トパゴ 0.571 
0.880 18ポルトガル 0.556 
0.874 191，¥ハマ 0.544 
0.874 20英国 0.543 
0.873 21スペイン 0.542 
0.872 22南アフリカ 0.531 
0.867 23キューバ 0.523 
0.866 24アイルランド 0.521 
0.859 25ハンガリー 0.510 
0.859 26コス事リカ 0.494 
0.853 27ブルガリア 0.487 
0.852 28中国 0.481 
0.851 29グ7子守ラ 0.476 

0.850 30イスラエル 0.475 
0.842 31メキシコ 0.473 
0.841 32ベリーズ 0.470 
0.837 33ガイ7ナ 0.469 
0.837 
34肩フィ車リ謡ピン選霊玄室Wi 0.465 

0.826 35フィリン 0.459 
目.825 36パナマ 0.459 
。.818 37スリナム 0.457 
0.813 38コロンビア 0.455 
0.812 39ポツワナ 0.455 
0.811 40フランス 0.452 
0.802 41レソト 0.450 
0.792 42ポーランド 0.433 
0.792 43モザンピーヲ 0.430 
0.785 44エルサルパドIt. 。.429
0.782 45ジンパブエ 0.429 
0.778 46ドミニカ共和国 0.424 
0.717 47シンガポール 0.423 
0.713 48マレーシア 0.422 
0.712 49モーリシャス 0.419 
0.710 50カーポベルデ 0.418 



総 員リ

基本理念

一
O
家
族
的
責
任
を
男
女
及
び
社
会
全
体
で
担
う
こ

と
も
、
基
本
理
念
に
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。
(
注

5
)
 

一
2
5
)
家
族
的
責
任

一
家
族
的
責
任
は
、
被
華
費
者
で
あ
る
子
に
対

一
す
る
責
任
-
及
び
介
護
ま
た
は
援
助
が
必
要
な

一
他
の
近
親
の
家
族
に
対
す
る
責
任
を
い
い
、

一
も
っ
ぱ
ら
育
児
及
び
介
護
が
こ
れ
に
当
た
る

一
と
考
え
ら
れ
る
。

一
0
今
後
求
め
ら
れ
る
個
性
化
の
た
め
の
環
境
を
、
男

女
、
と
く
に
男
性
に
対
し
て
整
備
す
る
た
め
に
、

男
女
が
家
庭
、
地
域
に
共
同
参
画
し
、
育
児
・
介

護
・
家
事
を
共
に
担
い
か
つ
楽
し
む
こ
と
、
ま
た

地
域
づ
く
り
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
を

通
じ
て
、
資
源
循
環
型
の
豊
か
な
創
世
紀
を
切
り

開
く
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
基

本
理
念
に
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

稼
働
所
得
割
A
R
専
門
職
・
扶
術
職
・
管
理
職

に
占
め
る
女
性
の
割
合
、
国
会
議
員
に
占
め
る

女
性
の
割
合
を
用
い
て
算
出
し
て
い
る
。
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総

地方公共団体の責務

則

国の責務

-
地
方
公
共
団
体
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
及
ぽ
す
と
認
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
施
策

の
筆
比
・
実
施
に
当
た
っ
て
、
基
本
理
念
の
反

映
に
努
め
る
責
務
を
有
す
る
こ
と

-
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
総
合
的
な
施
策
を
策

定
・
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と

-
国
は
男
女
共
同
一
委
画
社
会
の
形
成
に
影
響
を
及

ぽ
す
と
認
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
策
定
・

実
施
に
当
た
っ
て
、
基
本
理
念
の
反
映
に
努
め

る
責
務
を
有
す
る
こ
と

-
国
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
総
合
的
な

施
策
(
積
極
的
参
画
促
進
措
置
を
含
む
)
を
策

定
・
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と

O 

3謡
え高
きな
で政
は策
な」

主主
的
参
画
{@ 

i 
を

0
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
の
た
め
の

施
策
は
、
地
方
公
共
団
体
の
固
有
事
務
か
、
政
策

の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
委
任
事
務
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

O
積
極
的
一
参
画
促
進
措
置
に
つ
い
て
、
基
本
法
に
お

い
て
は
基
本
的
な
事
項
を
規
定
し
、
個
別
の
実
施

に
つ
い
て
は
個
別
法
に
よ
り
規
定
す
る
の
が
法

制
度
と
し
て
は
相
当
で
は
な
い
か
。

O
各
種
の
施
策
や
計
画
が
女
性
と
男
性
に
与
え
る

影
響
を
分
析
し
、
評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
影
響
評

価
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
で
は
個
別
施
策
の
策

定
・
実
施
に
当
た
っ
て
の
基
本
理
念
反
映
の
努
力

義
務
を
規
定
し
、
個
別
施
策
の
影
響
評
価
は
必
要

に
応
じ
適
時
、
適
切
に
実
施
す
る
の
が
塑
ゴ
で
は

な
い
か
。
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基本的施策等 総 則

基本計画 年次報告 又必措要置は定財政路去止制上の 国民の責務

. . . . . . . 

室す 計画 て震 なに況薦 ら上関震 E号互屋ら関及 な又す
長力 は

霊
なしびは いはるは
いて男女 、

E T 首参画社i 同

上の 施実を にぅ 均寺華理Z 
施策を 町戸、措置す 努め裂に のに

をる るつ

努百 りA 妻古参画 講た形成の
行をフ
る じめ
、，

なし 形成 なけ 必要、ー
と

る
、，

けの れな壁
、男女

、ー
ち' と れば促進状の

ば法
共に 相が、ー

と とい な制に

ーー.~---------------------ーーー・ーーーーーーーーーー--.- -ー・・・・・・・・・・・・・・ー--ー・ 4酔 ーーーーー・ーー----------------ーーー---ーーー・・ー---------
， A‘ 、 o 0 
O O かう 校、民国民国

であ基本計画 はいる情勢はる なてた
担i旦裏カまはな程度 いは的、 の

い か細変化

か 具富 盛にり 。規定か〈 建主主県 即に

に込 し
規定む し爪り た

た項方を
方目が適
がをよ宜

会震えよ律法 い 策定
い のに 』ま
ので でっす ど学
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推進体制 基施本策等的

苦情等の処理 審 議 .0.. 
意識の浸透Z玄

. . . 

と覇軍基3 E な、
暴措語に男女i ¥，-l 

る 民国て
じ反 は 干の

ZZに 会音
」理
と解、

れば J笹害L 堕' 
害zなiV」へ
男女共のぃ対の

こ lく苦
ー---------ーーーキーー-----ー・・・・・・・・・・・・・・ーー・.・・.-----・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ーー---------------------ーー..ーーー---------

O O 
に関オ i主

部決定など れぱ、 去言「男立岡
応じ盟具簡すなる ンプ t重品n 長H 府自) 
興法 支

言心 自重詰 量さ 苦きtE相差善せ治りでよ

望す重z也
時の で れに

にて<-<-い 会ず旦
J、三 含

はい
替り フど t.l'品

なて
いはの

葬電 ない 4且2 
か。必要 処理

かで
あ

21 



推進体制

霊欝返事|鵠等の処理(オンブズパ-，)';Ic注7)的機能を含む)

-
国
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に

関
し
、
国
外
の
関
係
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、

民
間
団
体
と
連
携
を
と
り
つ
つ
施
策
の
推
進

を
行
う
こ
と

O
民
間
団
体
に
は
人
格
な
き
社
団
を
含
む
。

O 
構国

本め

11 
でや
例由

宇襲
Jミ艮H
き一、

で国
は外
なの
い政

か震

(注
7
)

オ
ン
ブ
ズ
パ

l
ソ
ン
高
い
見
識
と

権
威
を
備
え
た
者
が
国
民
の
行
政
に
対
す

る
苦
情
を
受
け
付
け
、
中
立
的
な
立
場
か
ら

そ
の
原
因
を
究
明
し
、
是
正
措
置
を
勧
告
す

る
こ
と
に
よ
り
、
簡
易
迅
速
に
問
題
を
解
決
す

る
制
度
。
な
お
、
「
オ
ン
プ
ズ
パ

l
ソ
ン
」
と
い

う
用
語
は
、
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
の
両
性
形
と
し

て
第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
採
択
さ
れ
た

行
動
綱
領
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
こ
れ
に
類
似
・
関
連
す
る
制

度
と
し
て
、
国
会
に
よ
る
国
政
調
査
、
行
政

機
関
に
よ
る
相
談
(
行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員
等
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
)
、
行
政

監
察
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
制
度
等
が
あ
る
。
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(参考)駄法の規定内容等の例(皆閉廷締結照時ナ)

よ々1科学技術基本法 品齢社会対策基本法 環境基本法 障害者基本法
目的 O O O O 

定義 O O 

方針.基本理念 方針 基本理念 基本理念 基本的理念
等 (2条科学技術の (2条基本理念 (3条環境の恵沢 (3条基本的理念

t長興に関する方針 1-3号) の享受と継ゑ等、 1、2項)
1. 2項} 4条環境への負

荷の少ない持続的
発展が可能な社会
の構築等、
5条国際的協調

総 による地球環境保
全の積極的推進)

国の責務 O O O O 

地方公共団体の O O O O 
責務

国民の責務等 国民の努力 国民の責務 国民の貢務

その他の責務等 事業者の責務 (障害者の)自立へ
の努力

員リ 『日Jの設定 O O 

年次報告等 年次報告 年次報告等 年次報告等 年次報告

関係法律への言 包括的な法制上の錯 包括的な法制上の措 包括的な法制上の措 包括的な法制上の措
及 置の要請 置の要請 置の要請 置の妥請

個別的な法律(原子
力基本法等)による
措置の規定

施策の策定等に 国及び地方公共団体 施策の策定等に係る 施策の基本方針
係る指Jt.配慮 の施策の策定等に当 指針 (2i，'tr基本的
等 たっての配慮.大学 路策Jで規定)

等に係る施策におけ
る配慮

計画、大綱 科学技術基本計画 路策の大綱 環境基本計画 障害者基本計画等
(1:章『総見IJJで規

基 定)
本
的 その他の基本的 研究開発の錐進.国 就業及び所得、健康 環境基準.国対講ず 跨害者の福祉に関す
な 施策項目等 際的な交流等の1t及び福祉.学習及び る環境保全のための る基本的施策、障害
施 主主科学技術に関す 社会参加、生活環 施策等、地球環境保 の予防に関する基本
策 る学習の振興等 t章、調査研究等の推 全等に関する国際協 的施策
等 進.国民の意見の反 カ等、地方公共団体

映 の箆策、貸用負担及
ぴ財政錯置等

メ~五E i義 ~才r 科学位術会議(科学 高齢社会対策会議 環境審議会、公害対 障害者施策雄進協議
袋持1会議設置法) 策会議 ft 

一注l.表中O印l土、規定の存在を示す
2.本表の項目の順序l本各法律中における各項目の規定のぼ亦を表すものではない.
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〔
参
考
資
料
l〕

男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン

(
平
成
八
年
七
月
三
十
日
男
女
共
詞
参
画
審
議
会
答
申
)
抜
粋
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男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
展
望

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
施
策
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
目
指
す
べ
き

男
女
共
同
一
参
画
社
会
の
理
念
を
壁
止
し
、
明
確
な
目
標
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
理
念
と
目
標

に
基
づ
き
具
体
的
な
取
組
を
進
め
る
た
め
に
は
、
今
後
、
我
が
国
の
経
済
・
社
会
環
境
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
の

か
を
見
通
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
基
本
的
な
考
え
方

(1) 

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
げ
る
活
動
に
委
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
を
い
う
。

こ
の
答
申
は
、
女
性
と
男
性
が
、
社
会
的
・
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別
(
ジ
ェ
ン
ダ
l
)
に
縛
ら
れ
ず
、
各
人
の
個



性
に
基
づ
い
て
共
同
参
画
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

(2) 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
理
念
と
目
標

人
権
は
人
類
が
共
有
す
る
普
遍
的
価
値
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
根
底
を
成
す
基
本
的
理
念
で
あ
る
。
す
べ
て

の
施
策
は
、
男
女
の
人
権
が
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
平
等
に
尊
重
さ
れ
、
公
平
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
人

生
が
可
能
な
限
り
豊
か
に
全
う
で
き
る
こ
と
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
す
べ
て
の
国
で

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
世
界
の
平
和
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
前
提
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
、
男
女
平
等
は
、
法
の
下
の
平
等
と
し
て
憲
法
に
う
た
わ
れ
、
各
種
の
法
律
や
制
度
の
中
に
も
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
社
会
に
深
く
根
づ
か
せ
事
実
上
の
平
等
を
達
成
す
る
に
は
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
必
要
と
さ
れ
る
女
性
問
題
の
解
決
を
今
臼
聞
に
置
き
つ
つ
、
そ
れ
ら
と
表
裏

の
関
係
に
あ
る
男
性
の
諸
問
題
も
視
野
に
入
れ
、
あ
ら
た
め
て
次
の
五
つ
の
目
標
を
提
示
す
る
。

ア
人
権
の
壁
H
A

男
女
共
同
参
画
社
会
は
個
人
が
尊
重
さ
れ
る
品
格
あ
る
社
会
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
理
念
は
人
権
の
確
立
で
あ
る
。

女
性
に
対
す
る
差
別
や
暴
力
が
根
絶
さ
れ
、
女
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
自
立
し
、
自
ら
の
存
在
に
誇
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
一
人
の
人
間
と
し
て
敬
意
が
払
わ
れ
る
社
会
の
形
成
は
、
人
権
の
確
立
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
。

イ
政
策
・
喜
決
定
過
程
へ
の
蓄
に
よ
る
民
、
手
主
義
の
成
熟

社
会
の
構
成
員
が
等
し
く
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
参
画
し
、
そ
の
利
益
を
享
受
す
る
と
と
も
に
責
任
を
負
う
こ
と
が

民
主
主
義
の
基
本
で
あ
る
。
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
は
、
社
会
の
構
成
を
よ
り
正
確
に
反
映
し
、

民
主
主
義
の
成
熟
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
。
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社
会
前
・
文
化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別
〈
ジ
ェ
ン
ダ
l
)
に
敏
感
な
裡
忠
の
塞
君
主
往

あ
ら
ゆ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ら
が
実
質
的
に
女
性
と
男
性
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
を
、
常
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会
の
制
度
や
仕
組
み
が
性
差
別
を
明
示
的
に
設
け
て
い
な
い
だ
け

で
は
、
あ
る
い
は
文
面
の
上
で
男
女
平
等
が
規
定
し
て
あ
る
だ
吋
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
不
十
分
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
l
に
敏
感
な
視
点
を
定
着
・
深
化
さ
せ
、
事
実
上
の
平
等
の
達
成
に
向
け
て
努
力
し
な
げ
れ

ば
な
ら
な
い
。

エ
新
た
な
価
値
の
創
造

女
性
の
社
会
参
画
の
意
義
は
、
単
に
女
性
の
労
働
力
を
社
会
に
生
か
す
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
豊
か
な
二
十

一
世
紀
を
切
り
開
く
新
た
な
価
値
は
、
多
様
な
人
々
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
型
担
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
論
理
で
は
行
き
詰
ま
っ
た
様
々
な
問
題
に
も
道
が
聞
か
れ
る
と
と
も
に
、
男
性
も
多
様
な

生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
男
女
共
に
、
よ
り
質
の
高
い
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

オ
地
球
社
会
へ
の
貢
献

国
に
よ
り
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
状
況
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
女
性
問
題
に
は
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
国
際

婦
人
年
(
一
九
七
五
年
(
昭
和
五
十
年
)
)
以
来
国
連
が
掲
げ
る
豆
a
等
・
開
発
・
平
和
」
の
目
標
達
成
に
向
け
、
各
国
が

連
帯
し
て
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、
今
日
早
急
な
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
貧
困
、
人
口
、
環
境

な
ど
を
め
ぐ
る
地
球
規
模
の
問
題
へ
の
取
組
は
、
女
性
の
地
位
向
上
な
し
に
は
十
分
な
成
果
を
期
し
え
な
い
し
、
逆
に
、

女
性
の
地
位
向
上
そ
れ
自
体
が
地
球
規
模
の
問
題
解
決
に
大
き
く
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
我
が
国
は
、
女
性
が
抱
え
る
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
積
極
的
か
つ
真
撃
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
地
球
社

会
へ
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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男
女
共
同
参
画
社
会
と
経
済
・
社
会
環
境

女
性
と
男
性
が
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
共
同
参
画
す
る
こ
と
は
、
人
権
の
壁
斗
と
い
う
理
念
か
ら
要
請
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
現
は
本
来
い
か
な
る
経
済
・
社
会
状
況
に
あ
っ
て
も
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
は
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で
確
実
に
進
展
し
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
環
境
や
資
源
の
制
約
が
明
ら
か
に
強
ま
る
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
の
進
展
が

経
済
・
社
会
の
動
向
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
経
済
・
社
会
の
在
り
方
と
そ
の
変
化

が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
必
要
と
す
る
と
い
う
側
面
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が

比
較
的
容
易
に
達
成
さ
れ
る
か
、
困
難
を
極
め
る
か
は
、
経
済
・
社
会
の
様
々
な
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
を
受
け
る
。

し
た
が
っ
て
、
経
済
・
社
会
環
境
の
現
状
と
そ
の
変
化
の
方
向
、
さ
ら
に
関
連
す
る
政
策
全
般
を
視
野
に
入
れ
て
、
実
現

へ
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
我
が
国
の
経
済
・
社
会
環
境
に
生
じ
る
主
要
な
変
化
と
し
て
は
、
人
口
構
成
に
お

け
る
少
子
・
高
齢
化
、
経
済
活
動
の
成
熟
化
と
国
際
化
、
企
業
や
国
民
生
活
の
情
報
化
等
の
加
速
的
な
進
展
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
い
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
が
家
族
形
態
や
地
域
社
会
の
変
化
と
掴
ま
っ
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
大
き
な
促
進
要
因
に
な
る

側
面
を
有
し
て
い
る
。

他
方
、
今
日
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
女
性
の
人
権
は
法
制
度
上
は
お
お
む
ね
確
立
し
て
い
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は

い
ま
だ
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
も
、
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
は
、
女
性
の
人
権
の
保
障
を
一

星
亭
つ
く
し
、
個
人
の
レ
ベ
ル
の
み
な
ら
ず
、
国
民
経
済
的
な
損
失
を
生
み
出
し
か
ね
な
い
側
面
を
も
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
、
前
述
の
プ
ラ
ス
面
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
共
同
参

27 



画
社
会
の
円
滑
な
実
現
が
図
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
諸
施
策
は
、
男
性
に
も
少
な
か
ら
ぬ
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
今
後
目
指
す
べ
き
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
建
設
に
も
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
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(1) 

少
子
・
高
齢
化
の
進
展

我
が
国
で
は
、
一
九
九
五
年
(
平
成
七
年
)
か
ら
生
産
年
齢
人
口
(
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
)
の
減
少
が
始
ま
っ
て
お

り
、
少
子
化
の
労
働
市
場
へ
の
影
響
は
既
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
が
ど
の
程
度
労
働
力
人
口
の
減
少

に
つ
な
が
る
か
は
、
当
面
、
主
と
し
て
今
後
の
女
性
の
就
業
率
の
動
向
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

他
方
、
男
女
が
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
を
両
立
で
き
る
た
め
の
社
会
的
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
出
生
率
の
回

復
を
通
じ
て
将
来
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
そ
の
も
の
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
る
。

少
子
・
高
齢
化
に
よ
っ
て
人
口
全
体
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
比
率
が
高
ま
る
こ
と
は
、
租
税
と
社
会
保
険

料
の
負
担
を
合
わ
せ
た
国
民
負
担
の
増
大
を
通
じ
て
、
勤
労
者
世
代
の
可
処
分
(
-
手
取
り
)
所
得
の
伸
び
を
一
層
低
め
る

要
因
と
な
る
。
さ
ら
に
、
今
後
、
女
性
の
就
業
率
が
十
分
に
高
ま
ら
ず
、
労
働
力
供
給
が
大
き
く
減
少
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
長
期
的
な
経
済
成
長
率
の
低
下
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
と
な
る
。
就
業
を
望
む
女
性
が
そ
れ
を
妨
げ
ら
れ
ず
、

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
を
両
立
で
さ
る
こ
と
は
、
女
性
の
権
利
の
保
障
で
あ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
経
済
・
社
会
の
円
滑

な
運
営
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
国
民
全
体
の
生
活
水
準
の
維
持
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
条
件
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
現
在
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
は
、
妻
を
夫
の
被
墾
賢
者
と
位
置
付
け
る
よ
う
な
、
従
来
の
女
性
の
役
割

観
を
反
映
し
た
仕
組
み
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
制
度
が
維
持
さ
れ
れ
ば
、
労
働
供
給
制
約
を
一

層
強
め
る
要
因
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
特
に
後
塑
局
齢
層
(
七
十
五
歳
以
上
)
を
中
心
と
し
た
要
介
護
者

の
増
加
は
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
も
っ
ぱ
ら
女
性
に
よ
る
家
族
介
護
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
な
ら
ば
、
女
性
の
就

業
を
抑
制
す
る
大
き
な
要
因
と
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
経
済
成
長
が
更
に
抑
制
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
男
性
を
中
心
と
し
た



勤
労
者
の
負
担
も
そ
れ
だ
け
大
き
な
も
の
と
な
り
、
我
が
国
の
経
済
活
力
が
損
な
わ
れ
る
危
険
性
が
大
き
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
労
働
市
場
に
お
け
る
需
給
の
逼
迫
は
、
労
働
者
代
特
に
女
性
労
働
者
に
と
っ
て
は
有
利
に
働
く

要
因
と
な
る
。
そ
れ
は
、
既
に
進
行
し
て
い
る
女
性
の
大
堂
進
学
率
の
高
ま
り
ゃ
、
専
攻
分
野
に
お
げ
る
男
女
間
格
差
の

縮
小
の
傾
向
、
女
性
自
身
の
職
業
能
力
の
開
発
の
努
力
等
と
相
ま
っ
て
、
従
来
は
企
業
に
と
っ
て
補
助
的
な
労
働
力
と
み

な
さ
れ
て
い
た
女
性
の
能
力
を
十
分
に
い
か
さ
な
け
れ
ば
、
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
高
齢
化
に
伴
う
経
済
成
長
の
長
期
的
な
減
速
と
雇
用
者
の
平
均
年
齢
の
高
ま
り
は
、
既
に
生
じ
て
い
る
よ
う
な
、

年
齢
・
勤
続
年
数
に
大
き
く
依
存
し
た
企
業
内
賃
金
体
系
の
見
直
し
を
促
進
す
る
要
因
と
し
て
も
働
く
。
こ
れ
は
労
働
市

場
に
お
け
る
需
粒
過
迫
と
相
ま
っ
て
、
雇
用
者
の
企
業
間
移
動
を
促
進
し
、
特
定
企
業
へ
の
定
着
率
の
男
女
差
を
縮
小
す

る
要
因
と
な
る
。
ま
た
、
特
に
大
企
業
で
の
中
途
採
用
機
会
が
拡
大
す
る
こ
と
は
、
生
涯
を
通
じ
て
労
働
市
場
へ
の
入
・

退
出
を
視
野
に
入
れ
て
働
こ
う
と
す
る
一
用
者
に
と
っ
て
は
、
格
差
を
縮
小
す
る
方
向
に
作
用
し
、
よ
り
大
き
な
利
益
と

な
ろ
う
。
職
場
に
お
け
る
男
女
の
共
同
参
画
を
促
進
す
る
諸
施
策
は
、
以
上
の
よ
う
な
女
性
の
能
力
の
活
用
と
格
差
縮
小

の
気
運
を
助
長
し
つ
つ
、
女
性
の
就
業
率
の
上
昇
に
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
う
し
た
雇
用
の
流
動
化
?
)
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
う
る
た
め
に
は
、
流
動

化
に
対
応
し
た
社
会
的
な
安
全
弁
と
し
て
、
雇
用
者
の
生
活
を
支
え
る
基
本
的
な
労
働
条
件
の
確
保
や
、
多
様
な
形
態
の

雇
用
者
を
め
ぐ
る
公
正
な
社
会
的
ル

1
ル
の
確
立
・
透
明
化
等
の
労
働
市
場
環
境
の
整
備
が
同
時
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

(
ニ
雇
用
の
流
動
化
H
こ
の
悠
晶
で
は
、
年
齢
・
勤
続
年
数
に
大
き
く
依
存
し
た
企
業
内
賃
金
体
系
の
見
直
し
と
雇
用
者
の
企
業
間
移
動
の
増
大
の
動
き
を
指
す
。

(2) 

圏
内
経
済
活
動
の
成
熟
化
と
国
際
化

我
が
国
の
一
人
当
た
り
国
内
総
生
産
は
、
既
に
先
進
国
の
中
で
も
量
品
水
準
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
豊
か
な
圏
内
市
場
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は
、
関
委
理
上
国
の
急
速
な
追
い
上
げ
の
主
要
な
目
標
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
圏
内
市
場
で
競
争
力
を
失
っ

た
衰
退
産
業
を
単
に
保
護
す
る
た
め
の
規
制
が
持
続
す
れ
ば
、
そ
れ
が
新
規
産
業
の
発
展
を
妨
げ
る
大
き
な
要
因
と
な
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
衰
退
産
業
保
護
の
コ
ス
ト
が
、
高
齢
化
に
伴
う
国
民
負
担
の
急
速
な
増
大
と
掴
ま
っ
て
、
本
来
で
あ
れ

ば
国
内
に
と
ど
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
成
長
産
業
ま
で
が
海
外
に
整
転
す
る
と
い
っ
た
「
産
業
空
洞
化
」
を
招
ミ
危
険
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
規
制
緩
和
が
促
進
さ
れ
、
ま
た
、
雇
…
用
の
流
動
化
が
社
会
的
な
安
全
弁
を
伴
っ
て
進
展
す
れ
ば
、
産

業
種
担
の
変
化
が
円
滑
に
実
現
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
産
業
種
砲
の
高
付
加
価
値
型
へ
の
シ
フ
ト
が
進
む
と
と
も
に

国
際
的
に
み
て
生
産
性
の
低
い
産
業
が
縮
小
あ
る
い
は
海
外
へ
移
転
す
る
な
ど
し
て
、
「
国
際
分
業
」
が
円
滑
に
進
む
可
能

性
も
大
き
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
聞
け
、
専
門
的
・
芦
術
的
職
業
を
中

心
と
し
た
就
業
機
会
が
一
層
拡
大
す
る
。
ま
た
、
高
齢
化
の
下
で
長
期
的
に
増
大
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
良
質
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
産
業
が
育
つ
よ
う
な
環
境
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
男
女
が
共
に
職
業
生
活
を
全
う
で
き
る
可
能
性
が

増
大
す
る
。
他
方
で
そ
れ
は
適
切
な
資
格
を
も
っ
専
門
的
な
職
種
の
就
業
機
会
の
増
加
に
結
び
つ
く
。

こ
う
し
た
産
業
構
造
の
変
化
は
、
特
に
女
性
に
と
っ
て
質
の
高
い
就
業
機
会
の
拡
大
に
貢
献
す
る
要
因
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
産
業
構
造
の
転
換
に
伴
い
一
時
的
に
雇
用
が
不
安
定
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
影
響
が
女
性
に
強
く

及
ぶ
と
い
う
懸
念
も
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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(3) 

情
報
通
信
の
高
度
化

職
場
や
家
庭
に
お
け
る
情
報
化
の
急
速
な
進
展
は
、
情
報
通
信
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
簡
便
化
と
情
報
共
有
の
即
時
性
を
も

た
ら
す
反
面
、
個
人
間
や
企
業
問
で
の
情
報
力
格
差
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
社
会
の
所
得
格
差
を
広
げ
る
懸
念
も

あ
る
。



ま
た
、
情
報
化
に
伴
う
情
報
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
は
、
年
齢
や
学
歴
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
良
好
な
就
業
機
会
の

拡
大
を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
、
情
報
機
器
や
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
は
、
専
門
的
な
職
種
の
増
加
や
テ
レ
ワ
I
ク
(
情

報
通
信
を
活
用
し
た
在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
遠
隔
型
勤
務
形
態
)
な
ど
就
業
形
態
・
勤
務
形
態
の
多
様

化
を
促
し
、
こ
れ
ら
に
見
合
っ
た
適
切
な
能
力
開
発
が
行
わ
れ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
女
性
の
就
業
に
と
っ
て
好
ま
し
い
方
向

に
働
く
。
他
方
で
、
情
報
機
器
の
普
及
は
、
職
場
内
部
に
お
け
る
従
来
の
仕
事
経
験
の
陳
腐
化
を
促
進
し
、
虫
貝
同
年
男
性
に
対
す

る
若
年
男
女
の
相
対
的
な
優
位
性
を
高
め
、
前
述
し
た
高
齢
化
の
影
響
と
合
わ
せ
て
、
年
齢
聞
の
賃
金
格
差
を
縮
小
さ
せ

る
一
つ
の
要
因
と
な
る
。
現
在
の
男
女
間
賃
金
格
差
が
特
に
虫
両
年
齢
層
で
著
し
く
拡
大
す
る
こ
と
を
考
記
属
す
れ
ば
、
年

功
賃
金
カ
l
ブ
が
緩
や
か
に
な
る
こ
と
は
、
職
場
に
お
け
る
男
女
の
共
同
参
画
と
掴
ま
っ
て
、
女
性
と
男
性
の
平
均
的
な

賃
金
格
差
を
縮
小
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
と
も
な
ろ
う
。

(4) 

家
族
形
態
の
多
様
化

静電貯W'i

会
d

伎
の
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
の
下
で
、
家
族
規
模
の
縮
小
と
、
特
に
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
単
身
世
帯
の
増
加
が

顕
著
と
な
る
な
ど
、
家
族
形
態
の
名
様
化
が
進
む
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
雇
用
の
流
動
化
の
下
で
、
職
場
に
お
け
る

男
女
聞
の
就
業
機
会
や
賃
金
の
平
等
化
が
進
め
ば
、
そ
れ
は
共
稼
ぎ
世
帯
(
*
)
の
比
率
を
一
層
高
め
、
家
族
内
部
で
の
女

性
の
経
済
的
な
地
位
を
向
上
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
と
も
な
る
。

し
か
し
、
女
性
の
就
業
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
男
女
の
共
同
参
画
と
、
こ
れ
に
対
す
る
社
会

的
支
援
が
進
ま
な
い
な
ら
ば
、
女
性
の
負
担
が
一
層
増
大
す
る
こ
と
と
な
り
、
家
族
の
育
児
・
介
護
能
力
が
低
下
し
た
り
、

家
庭
内
の
不
平
等
感
が
高
ま
る
と
の
危
倶
も
あ
る
。

今
後
、
男
性
が
育
児
・
介
護
を
積
極
的
に
担
う
な
ど
家
庭
内
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
を
充
実
さ
せ
、
他
方
で
、
多
様
な
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ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
主
体
に
よ
る
育
児
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
が
就
業
と
育

児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
女
性
の
鐙
腕
的
な
就
業
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
家
庭

生
活
の
満
足
度
を
高
め
、
さ
ら
に
は
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応
策
と
も
な
ろ
う
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
ヰ
聞
に
よ
っ
て
女
性

の
経
済
的
な
自
立
が
進
め
ば
、
そ
れ
が
労
働
時
間
の
短
縮
と
相
ま
っ
て
、
男
女
間
で
の
育
児
・
介
護
を
含
む
家
事
労
働
の

分
担
の
公
平
化
を
も
た
ら
す
方
向
に
も
強
く
働
く
と
い
う
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
親
子
・
夫
婦
問

な
ど
の
家
族
の
結
び
つ
き
は
、
経
済
的
な
必
要
性
よ
り
も
、
よ
り
蛤
倶
部
な
も
の
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

雇
用
の
流
動
化
や
家
族
形
態
の
名
義
化
は
、
ま
た
、
人
々
が
個
人
と
し
て
の
生
き
が
い
を
よ
り
重
視
す
る
方
向
へ
の
価
値
観

の
変
化
に
結
び
つ
き
、
そ
れ
が
一
層
の
経
済
・
社
会
の
変
化
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
と
し
て
連
鎖
的
に
働
く
と
見
ら
れ
る
。

(
ニ
共
稼
ぎ
世
帯
H
こ
の
答
申
で
は
、
夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
収
入
を
得
て
い
る
世
帯
を
指
す
。
自
営
業
世
帯
の
う
ち
、
夫
婦

が
共
に
家
業
に
従
事
し
、
得
ら
れ
た
収
入
が
夫
婦
に
一
体
的
に
帰
属
す
る
世
帯
(
共
働
き
世
帯
)
と
区
別
す
る
意
味
で
用
い
る
。
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(5) 

地
域
社
会
の
変
化

雇
用
の
流
動
化
が
進
め
ば
、
そ
れ
は
個
人
の
生
き
が
い
の
場
が
、
職
場
中
心
か
ら
家
庭
や
地
域
社
会
に
も
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
展
開
さ
れ
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
職
場
の
中
で
大
部
分
の
時
間
を
過
ご
す
の
で
は

な
く
、
週
当
た
り
労
働
時
間
の
短
縮
や
有
給
休
暇
の
計
画
的
な
消
化
が
進
め
ば
、
女
性
も
男
性
も
私
生
活
の
た
め
に
用
い

る
時
間
的
な
余
裕
が
増
え
る
。
ま
た
、
そ
う
な
れ
ば
、
性
別
・
年
齢
を
問
わ
ず
、
個
人
が
自
ら
選
択
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
参
加
も
一
層
容
易
な
も
の
と
な
ろ
う
。

第
二
次
大
戦
後
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
多
彩
な
活
動
の
か
な
り
の
部
分
が
、
大
小
の
N
G
Oを
よ
り
ど

こ
ろ
に
、
職
業
に
携
わ
ら
な
い
活
力
あ
る
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
発
展
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
N
G
O
の
働
き
は

今
必
慌
の
社
会
変
化
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
と
み
ら
れ
る
が
、
女
性
の
就
業
の
拡
大
は
居
住
地
域
の
昼
間
人
口
の
減
少
を
招



き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
空
調
化
さ
せ
る
と
の
懸
念
主
掃
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
職
業
経
験
や
多
様
な
社
会
経
験
を
持

つ
女
性
の
増
加
は
、
地
域
の
活
動
に
新
た
な
活
力
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
意
思
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
を
促
し
、
地
域
の
活
性
化
と
男
女
聞
の
役
割
の
平
等
化
に
寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
N
G
Oを
活

性
化
さ
せ
、
そ
の
影
響
力
を
強
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
意
欲
の
高
ま
り
と
相
ま
っ
て
、
市
民
活
動
を
通
じ

た
個
人
の
能
力
の
社
会
還
元
を
も
た
ら
す
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。

*
 

以
上
の
よ
う
に
長
期
的
な
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に
と
っ
て
も
男
女
共
同
参
画
社
会
を

実
現
す
る
必
要
性
を
一
層
高
め
る
方
向
に
働
く
。
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
は
、
我
が
国
で
も
、
ち
ょ
う
ど
北
欧
諸
国
の
よ

う
に
、
女
性
の
能
力
を
十
分
に
い
か
し
つ
つ
、
よ
り
少
な
い
勤
労
者
世
代
で
経
済
・
社
会
を
効
率
的
に
運
営
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
へ
と
向
か
わ
せ
る
。
ま
た
、
開
発
途
上
国
か
ら
の
急
速
な
追
い
上
げ
の
中
で
、
新
し
い
産
業
や
企
業
の
発

展
な
し
に
は
、
国
内
の
雇
用
や
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
新
規
産
業
に
お
い
て
は
、
女

性
は
重
要
な
担
い
手
と
な
る
。
さ
ら
に
、
性
別
や
学
歴
に
と
ら
わ
れ
な
い
職
種
を
主
体
と
す
る
情
報
化
の
進
展
も
、
職
場

で
の
女
性
と
男
性
の
共
同
参
画
を
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今
後
の
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
は
、
従
来

の
よ
う
に
性
別
に
深
く
根
ざ
し
た
雇
用
慣
行
や
社
会
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
の
コ
ス
ト
を
高
め
、
男
女
共
同
一
参
画
社

会
に
対
応
で
き
な
い
企
業
や
産
業
の
活
力
を
そ
ぐ
大
き
な
要
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

個
人
生
活
に
お
い
て
も
、
今
後
の
経
済
・
社
会
環
境
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
所
得
の
大
幅
な
増
加
が
望
め
な
く

な
れ
ば
、
家
族
の
中
で
夫
だ
け
に
所
得
の
源
泉
を
求
め
る
こ
と
は
一
層
困
難
と
な
り
、
夫
婦
の
間
で
、
仕
事
と
家
事
・
育

児
等
を
公
平
に
分
担
す
る
こ
と
が
、
家
族
の
在
り
方
と
し
て
よ
り
合
理
的
な
選
択
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
変
化
は
、
自
営
業
世
帯
の
夫
婦
が
共
同
経
営
者
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
明
確
な
も
の
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
個
人
の
生
き
が
い
の
場
と
し
て
の
職
場
の
役
割
が
低
下
す
れ
ば
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
個
人
の
よ
り
平
等
な
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参
泊
を
前
提
と
し
た
地
域
社
会
が
、
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
な
り
、
人
生
の

M

安
定
感
を
高
め
る
上
で
大
き
く
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
経
済
・
社
会
環
境
の
変
化
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
1
を
前
提
と
し
た
職
場
・
家
庭
・
地
域
の
在
り
方
が
温
存
さ
れ
た
ま

ま
で
は
、
現
在
の
状
況
を
一
層
悪
化
さ
せ
、
大
き
な
社
会
的
損
失
を
招
く
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

環
境
の
変
化
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
な
適
切
な
施
策
が
取
ら
れ
れ
ば
、
男
女
共
用
参
画
社
会
を
よ
り
早
く
実
現
す
る
た

め

の

強

力

な

パ

ネ

と

な

ろ

う

。

(

抜

粋

)

〔
参
考
資
料
2
〕

男
女
共
同
参
画
ニ

0
0
0年
プ
ラ
ン
(
抄
)

(
平
成
八
年
十
二
月
十
三
日
男
女
共
伺
参
画
推
進
本
部
決
定
)
に
つ
い
て

「
男
女
共
需
参
画
の
現
状
と
施
策
」
〈
平
成
九
年
七
月
)
か
ら
の
抜
粋

男
女
共
同
参
画
二

O
O
O年
プ
ラ
ン
の
推
進

男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
(
本
部
長
・
内
閣
総
理
大
臣
、
副
本
一
部
長
・
内
閣
官
房
長
官
~
本
部
員
・
全
閣
僚
。
平
成
六

年
七
月
十
二
日
盟
議
決
定
に
よ
り
内
閣
に
設
置
)
は
、
第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
行
動
綱
領
」
や
男
女
共

同
参
画
霊
融
会
の
答
申
「
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
」

(pgに
よ
り
国
内
外
の
新
た
な
課
題
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
従
来
の
計
画
の
成
果
及
び
課
題
を
継
承
し
つ
つ
も
、
抜
本
的
な
改
定
を
行
い
、
八
年
十
二
月
十
三
日
、
男
女
共
同
参



画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
新
た
な
国
内
行
動
計
画
と
し
て
、
「
男
女
共
同
委
画
二

O
O
O年
プ
ラ
ン
l
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
平
成
十
二
年
(
西
暦
二

O
O
O年
)
度
ま
で
の
国
同
行
動
計
画
|
」
を
決
定
し
た
。

現
在
、
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
目
標
及
び
重
点
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
関
係
行
政
機
関
が
連
携
を
保
ち
つ
つ
、

総
合
的
に
露
策
を
推
進
し
て
い
る
。

「
男
女
共
同
参
画
二

O
O
O年
プ
ラ
ン
」
は
、
三
部
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
計
画
の
対
象
期
間
】

施
策
の
基
本
的
方
向
:
・
二
十
一
世
紀
初
頭
に
向
け
て
の
政
策
の
方
向
性

具
体
的
施
策
・
:
平
成
十
二
年
(
西
暦
二

O
O
O年
)
度
ま
で
に
実
施
す
べ
き
施
策

【
計
画
の
楕
成
】

第
一
部
基
本
的
考
え
方

第
二
部
施
策
の
基
本
的
方
向
と
具
体
的
施
策
(
四
つ
の
基
本
目
標
と
十
一
の
重
点
目
標
)

ー
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

-
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

2

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、
意
識
の
改
革

H

聾
明
、
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
室
闘
の
実
現

3

雇
用
等
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保

4

農
山
漁
村
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

5

男
女
の
職
業
生
活
と
家
庭
・
地
域
生
活
の
両
立
支
援

6

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
条
件
の
整
備

35 



m
女
性
の
人
権
か
推
進
・
擁
護
さ
れ
る
朴
蚕
の
形
成

7

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

8

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
女
性
の
人
権
の
尊
重

9

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
健
康
支
援

日
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
各
議
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実

W

地
球
茎
冨
の
「
平
等
・
開
発
・
平
和
」
へ
の
貢
献

日
地
球
社
会
の
豆
a
等
・
開
発
・
平
和
」
へ
の
貢
献

36 

〔
参
考
資
料
3
〕

男
女
共
同
参
画
審
議
会
設
置
法
(
抄
〉

(
目
的
及
び
設
置
)

第
一
条
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
か
っ
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
の
緊
要
性
に
か
ん
が
み
、
男
女
共
同
参
画
社
会
(
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
の

形
成
の
侭
進
に
資
す
る
た
め
、
総
理
府
に
、
男
女
共
同
参
画
室
雲
(
以
下
「
霊
受
E
と
い
う
)
を
置
く
。
(
以
下
略
)



第
一
章

総
則

(
新
体
制
へ
の
移
行
目
標
時
期
)

第
五
条
政
府
は
、
中
央
省
庁
等
改
革
の
緊
要
性
に
か
ん
が
み
、
遅
く
と
も
こ
の
、
声
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
で
き
れ

ば
平
成
士
一
年
一
月
一
日
を
目
標
と
し
て
、
中
央
省
庄
護
革
に
よ
る
新
た
な
体
制
へ
の
受
汀
を
開
始
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

内
閣
機
能
の
強
化

(
内
閣
府
の
基
本
的
な
性
格
及
び
任
務
)

第
十
条
内
閣
府
は
、
内
閣
に
、
内
閣
総
理
大
臣
を
長
と
す
る
行
政
機
関
と
し
て
置
か
れ
る
も
の
と
し
、
内
閣
官
房
を
助

け
て
国
政
上
重
要
な
具
体
的
事
項
に
関
す
る
企
画
立
案
及
び
総
ム
品
製
品
を
行
い
、
内
閣
総
理
大
臣
が
担
当
す
る
こ
と
が
ふ

さ
わ
し
い
行
政
事
務
を
処
理
し
、
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
を
主
任
の
大
臣
と
す
る
外
局
を
置
く
機
関
と
す
る
も
の
と
す
る
。

2

内
閣
府
の
任
務
及
び
機
能
(
外
局
に
係
る
も
の
を
除
く
)
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
経
済
財
政
政
策
、
総
ム
民
営
ナ
技
術
政
策
、
防
災
、
男
女
共
同
一
参
画
そ
の
他
の
各
省
の
事
務
に
広
範
に
関
係
す
る
事

項

に

関

す

る

企

画

立

案

及

び

総

合

調

整

刀



(
内
閣
府
の
組
織
の
在
り
方
)

第
十
二
条
内
閣
府
の
内
部
部
局
は
、
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
任
務
及
び
機
能
に
係
る
事
務
を
的
確
に
処
理
で
き
る

ょ
う
組
織
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
沖
縄
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
担
当
部
局
を
設
け
、
か
っ
、
そ

の
任
務
及
び
機
能
を
果
た
す
た
め
必
要
か
つ
十
分
な
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

2

内
閣
府
の
内
部
部
局
に
は
、
国
政
上
重
要
な
具
体
的
事
項
に
関
す
る
企
画
立
案
及
び
総
合
調
整
を
行
う
た
め
、
必
要

に
応
じ
、
広
く
行
政
組
織
の
内
外
か
ら
人
材
を
登
用
す
る
も
の
と
す
る
。

3

内
閣
府
に
、
経
済
財
政
政
策
、
総
会
事
技
術
政
策
、
防
災
及
び
男
女
共
同
委
画
に
関
し
、
国
務
大
臣
、
学
識
経
験

を
有
す
る
者
等
の
合
議
に
よ
り
審
議
し
、
必
要
な
意
見
を
述
べ
る
た
め
の
合
議
制
の
機
関
と
し
て
、
経
済
財
政
諮
問
会

議
、
総
会
準
扶
震
語
、
中
央
防
災
金
融
及
び
男
女
共
同
一
参
画
会
議
を
置
く
も
の
と
し
、
そ
の
任
務
及
び
構
成
員
は
、

第
十
二
条
関
係
別
表
第
一
(
左
記
)
の
と
お
り
と
す
る
。

38 

名

称

とと部門る ち 一一一一

、そぞ

3 量に事に務局

応じと 語

?Fij iH 任行九、 てし 政策、

務

iki i 
i !i 
一一

るい ip! 構て 成
のには

す塁査 員
から 総る 会



〔
参
考
資
料
5〕

行
政
改
革
会
議
最
終
報
告

(
平
成
九
年
十
=
月
一
一
一
日
)
〈
抜
粋
)

II 

内
問
機
能
の
強
化

4 

内
閣
及
び
内
閣
総
理
大
臣
の
補
佐
・
支
援
体
制
の
強
化

ω
内
閣
府

①
基
本
的
な
性
格
・
任
務

ウ
内
閣
府
の
機
能
と
し
て
は
、
経
済
財
政
政
策
、
総
ム
耗
学
技
術
政
策
、
防
災
、
男
女
共
同
参
画
、
沖
縄
対
策
な

ど
に
関
す
る
総
合
的
な
企
画
・
調
整
の
ほ
か
、
皇
室
、
栄
典
、
公
式
制
摩
守
内
閣
総
理
大
臣
が
担
当
す
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
事
務
及
び
内
閣
総
理
大
臣
を
主
任
の
大
臣
と
す
る
外
局
の
事
務
と
す
る
。
(
②
1白
幡
)

⑧
内
閣
府
に
置
か
れ
る
合
議
体

エ
男
女
共
同
参
画
会
議
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(

任

務

)

却

O
男
女
共
同
一
参
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
等
の
検
討
、
総
合
的
な
計
画
案
等
の
検
司
各
省
の
行
政
に
横
断
的
に

ま
た
が
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
基
本
事
項
は
も
と
よ
り
、
政
府
全
体
と
し
て
そ
の
方
向
付
け
が
必
要
な
も
の

等
に
つ
い
て
は
、
霊
蹴
の
対
象
と
す
る
。

O
あ
ら
ゆ
る
施
策
へ
の
男
女
共
同
委
画
の
視
点
の
反
映
の
た
め
、
関
係
大
臣
に
自
ら
必
要
な
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

O
男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
講
じ
ら
れ
る
施
策
の
実
施
状
況
を
調
査
、
監
視
す
る
こ
と
。

(
機
関
の
性
格
)

内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
答
申
し
、
又
は
自
ら
必
要
な
意
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
襲
用
の

実
施
状
況
を
調
査
、
監
視
す
る
機
関
と
す
る
。

(
構
成
員
)

内
閣
官
房
長
官
を
会
長
と
し
、
そ
の
他
の
関
係
大
臣
の
ほ
か
、
有
識
者
、
学
識
経
験
者
を
含
め
る
。

(
事
務
局
)

内
閣
府
の
調
整
部
局
の
う
ち
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施
策
の
総
合
調
整
に
当
た
る
部
門
が
会
議
の
事
務
局
と
な

ヲ
匂
。
こ
の
部
門
は
、
会
議
事
務
局
の
機
能
を
担
う
ほ
か
、
総
合
調
整
及
び
こ
れ
に
伴
う
事
務
を
行
う
。
事
務
局
に
お
い

て
は
、
各
分
野
の
専
門
家
等
民
間
の
人
材
を
活
用
す
る
。

(
関
係
賓
一
吏
E
と
の
関
係
)

現
行
の
男
女
共
同
委
画
審
議
会
は
廃
止
す
る
。

男
女
共
同
委
画
推
進
本
部
は
存
置
す
る
。



肉闇・内閣総理大臣の補佐・支援体制(イメージ図)

内閣 E 

!・両面漁:夫:~_.
. 

‘・:…・r…一二: 内閣官房長官 i 

肉闇府 一-
【総合調整犠能】 .u  

-経済財政政!i :?!: 
-総合斜学緩衝政策 ;宇
一防災 i北
一男女共同参国 .'方
一沖縄対策 i 21 
-北方対策 i 喜
一泊費者・物価・NPO行政 i E 
-原子力委員会・原子力安全i天
委員会の専務 など・匡

【直線事務】
一皇室、栄典、公式制度

内閣官房
【総合戦略】

一基本方針の企画立案(対外政策、安全保
障政策、マクロ経済政策、予算編成等}

ー政府筋肉最終調整

→官穏‘危機管理、広報

1 経済財政縫閉会縫

: 総合科学筏術会鐘

中央防災会諸

男女共同参画会諸

内 庁宮
担

当

大

匡
(
概
数
)
一

国

家

公

安

委

員

会

紡

衛

O 

O 

O 

O 

:323主弐盈7
一人事・組曲量・運営管理、行政評価・監察

一地方行政、治方説財政、選挙

一電気通信・歓送.郵政事業の企画立案・
管理

一思給、統計

【他の省で行うことが適当でない事務】

【外局管理】

総務省

庁省省
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男
女
共
同
参
画
審
議
会
基
本
問
題
部
会
委
員
名
簿

i ii 

〈
委
員
〉

石
田
瑞
穂
(
防
災
科
学
技
術
研
究
所
総
括
地
球
科
学
技
術
研
究
官
)

O
岩
男
書
美
子
(
慶
慮
義
塾
大
学
教
授
)

内
永
ゆ
か
子
(
日
本
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
鯛
取
締
役
)

閃
阿
川
闘
圏
(
東
京
大
学
教
授
)

岡
津
憲
芙
(
早
稲
田
大
学
教
授
)

悶
剛
川
四
国
(
日
本
航
空
関
常
務
取
締
役
)

小
島
明
(
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
主
幹
)

佐
々
木
誠
造

清

水

照

子

高
島
順
子

女
寺
尾
美
子

林

望
樋

口

恵

子

樋

口

美

雄

O
女
古
橋
源
六
郎

前

田

瑞

枝

八

代

尚

宏

山
口
み
つ
子

〈
専
門
委
員
v

岡
阿
川
附
国

42 

(
青
森
市
長
)

(
全
国
女
性
農
業
経
営
者
会
議
会
長
)

(
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
総
合
女
性
局
総
合
局
長
)

(
東
京
大
学
教
授
)

(
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
)

(
東
京
家
政
大
学
教
授
)

(
慶
庭
義
塾
大
学
教
授
)

(
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
理
事
長
)

(
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
監
事
)

(
上
智
大
学
教
授
)

(
岡
市
川
房
枝
記
念
会
常
務
理
事
)

(
弁
護
士
)

平
成
十
年
六
月
十
六
日
現
在



男
女
共
同
参
画
審
議
会
基
本
問
題
部
会
の
審
議
状
況

〈
平
成

g
年
V

9
月
口
日
嗣
基
本
問
題
部
会
(
第
一
回
)

・
部
会
長
互
選
等

日
月
四
国
側
基
本
問
題
部
会
(
第
二
回
)

・
我
が
国
の
基
本
法
に
つ
い
て
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

墓
尽
大
学
教
授
小
早
川
光
郎

・
障
害
#
台
基
本
法
に
つ
い
て
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

内
閣
総
理
大
臣
官
房
内
政
霊
堅
金

障
害
者
施
策
推
進
本
部
担
当
室
長
加
々
見

・
環
境
基
本
法
に
つ
い
て
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

環
境
庁
企
画
調
整
局
企
画
調
整
謀
長
小
島
敏
郎

ロ
月
日
日

ω
基
本
問
題
部
会
(
第
三
回
)

・
高
齢
社
会
対
策
基
本
法
に
つ
い
て
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

総
務
庁
長
官
宜
屋
段
軒
盤
石
選
墨
書
官
ハ
大
替
± 隆

-
翠
ナ
技
術
基
本
法
に
つ
い
て
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

科
学
技
術
庁
科
学
技
術
政
策
局
政
策
課
長
永
野

博

〈
平
成
凶
年
〉

2
月
日
日
開
基
本
問
題
部
会
(
第
四
回
)

・
小
委
員
会
に
つ
い
て

.
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
諸
外
国
の
基
本
法
制
等
に

関
す
る
調
査
研
究
に
つ
い
て

2
月
幻
日
働
基
本
問
題
部
会
(
第
五
回
)

・
男
女
共
同
委
画
と
憲
法

「
平
等
」
と
「
女
性
と
人
権
」
を
め
ぐ
っ
て

l
(ヒ
ア
リ
ン
グ
)

成
域
大
学
教
授
辻
村
み
よ
子

・
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
つ
い
て
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

労
働
省
女
性
局
女
性
政
策
課
長
北
井
久
美
子
。



〔
参
考
資
料
8
〕

男
女
共
同
参
画
審
議
会
基
本
問
題
部
会

ト
基
本
法
検
討
小
委
員
会
の
審
議
状
況

車
成
叩
年
2
月
幻
日
働
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
1
回
)

3

月
5
日
働
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
2
回
)

・

今

後

の

進

め

方

に

つ

い

て

等

・

男

女

共

同

委

開

廷

定

関

す

る

基

本

法

の

必

要

性

に

つ

い

て

3
月
お
日
附
基
本
問
題
部
会
(
第
六
回
)

・
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
基
本
法
に
つ
い
て

(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の
決
議
を
実
現
す
る
た
め

の
連
絡
会
世
話
人
中
村
紀
伊

・
憲
法
第
M
条
と
男
女
共
同
参
画
(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

学
習
院
大
学
法
学
部
教
授
戸
松
秀
典

.
。
。
ロ
品
。
吋
問
。
ロ
丘
一
昨
M
1

回

ω氏。
Fmwa巧
ω
日ロ
nmH
ロ印【古

(
ヒ
ア
リ
ン
グ
)

ノ
l
ス
・
サ
ウ
ス
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

l
ト
(
カ
ナ
ダ
)

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
粕
谷
初
江

4
月
泣
日
附
基
本
問
題
部
会
(
第
七
回
)

・
経
営
者
か
ら
見
た
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
(
ヒ
ア

リ
ン
グ
)

社
団
法
人
経
済
団
体
連
合
会
企
業
行
動
委
員
会

女
性
の
斐
蓬
出
に
関
す
る
吏
E

部
会
問
坂
本
春
生

.
基
本
法
検
討
小
委
員
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

5
月
ロ
日

ω
基
本
問
題
部
会
(
第
八
回
)

・
男
女
共
同
一
委
画
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
の
弘
咽
向
整
理

(
案
)
に
つ
い
て

6
月
四
日

ω
基
本
問
題
部
会
(
第
九
回
)

・
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
の
論
点
整
理

(
案
)
に
つ
い
て
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-
検
討
項
目
に
つ
い
て

3
月
四
日
側

基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
3
回
)

.
今
後
の
審
議
予
定
に
つ
い
て

・
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
基
本
法
の
必
要
性
に

対
す
る
反
対
論
に
つ
い
て

・
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
基
本
法
の
目
的
及
び

基
本
理
念
に
つ
い
て

3
月
幻
自
国
間
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
4
回
)

・
必
要
な
法
制
上
及
び
財
政
上
の
措
置
の
要
請

.
翠
凧
の
策
定
等
に
係
る
配
慮

・
国
等
の
責
務

・
基
本
計
画

・
目
的
及
び
基
本
理
念
に
つ
い
て

3
月
汎
日

ω
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
5
回
)

-
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

.
目
的
及
び
基
本
理
念
に
つ
い
て

4
月
6
日
間
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
6
回
)

・
政
府
の
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
の
影
響
評
価
の
実
施

.
年
次
報
告

-
オ
ン
プ
ズ
パ

l
ソ
ン
の
取
扱
い

・
国
際
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
と
の
連
携

4
月
M
白川
W

基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
7
回
)

.
男
女
共
同
参
画
室
融
会

・名器
・
前
文

.
定
義

・
そ
の
他
の
項
目

(
国
民
意
識
の
啓
発
、
男
女
共
同
参
画
の
日
の
設
定
、

調
査
の
実
施
、
国
際
貢
献
等
)

・
そ
の
他

基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
8
回
)

・
論
点
整
理
(
案
)
に
つ
い
て

5
月
7
日
嗣
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
9
回
)

・
論
点
整
理
(
案
)
に
つ
い
て

5
月
日
日
同
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
叩
回
)

・
論
点
整
理
(
案
)
に
つ
い
て

5
月
初
日

ω
基
本
法
検
討
小
委
員
会
(
第
日
回
)

・
論
点
整
理
(
案
)
に
つ
い
て

4
月
お
日
同
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〔
参
考
資
料
9
〕

男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
お
け
る

合
後
の
審
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈
平
成
叩
年
v

6
月
日
日

8 
月

9 
月

10 
月月

*・
表奇
伎盟

長考
毛事
意図

23 
i 
決
定

表

(
意
見
の
取
り
ま
と
め
)

-
基
本
問
題
部
会
(
第

m回
)

-
基
本
問
題
部
会
(
第
日
回
)
基
本
問
題
部
会
報
告
決
定

O
総

会

答

申

〔
次
期
通
常
国
会
法
案
提
出
〕

〈
予
定
)

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

内
閣
総
理
大
臣
官
房
男
女
共
同
参
画
室
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一
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A
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0
3
・3
5
8
1
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メ
ー
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o
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Z
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1
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古
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遺

言
す
る

霊
泉
あ

す7
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男女共同参画社会基本法(仮称)の論点整理についての意見交換会(予定)

〔三"- 匡ヨ】

名称 日 時 場所 主催者等 参加人数 出席者 連絡先等

男女共同参画 7月 3日{金) 総理府講堂 えがリてネッ 150人 岩男妻美子男女共同参 総理府男女共

社会基本法(仮 13:30- トワーク企画 画審議会会長 悶参画室

称}の論点整理 1 5 : 3 0 委員会 古橋源六郎男女共同参 03-お81-5∞3
について開く会 画審議会会長代理

寺尾美子男女共同参画

審議会委員

【士也ヌT】

名称 日 時 宿所 主鑑者等 参加人数 出席者 連絡先等

男女共同参画 6月27日{土) 青蒜市 総理府 300人 男女共同参画審議会 市女性政策錐

社会基本法(仮 14:30- 県民福祉 青森市 古橋源六郎会長代理 進室

称) r意見交換 16: 30 プラザ 主催 寺尾美子委員 0171-34-1111 

会』 大沢真理委員 (内)2170 

総理府

名取はにわ男女共同

参画室長

男女共同参画 7月 5日{日) ~I;j凶i市 総理府主催 520人 男女共同参画審議会 北九州市立女

社会基本法{仮 10:30- 北九州市 北九州市共催 岩男寒美子会長 性センター

称}の論点整理 12: 30 立女性セ 寺尾美子委員 『意見交換

についての意見 ンター 総理府 会』係

交換会 “ムープ" 名取はにわ男女共同 093-臼3-3939

参画室長

男女共同参画 7月17日{金) 福井市 総理府 300人 男女共同参画審議会 県生活学習館

社会基本法(仮 13e :30~ ユー・ア 福井県 樋口息子委員 0776-4ト42∞
称}の論点藍理 15:30 イ・ふ 主催 住田裕子専門委員

についての『怠 くい{福 総理府

見交換会j 井県生活 名取はにわ男女共同

学習館) 参画室長

男女共同参画 7月18日(土} 名古屋市 総理府 200人 男女共同参画審議会 財団法人あい

社会基本法(仮 13:30- ウィルあ 財団法人あい 古橋源六郎会長代理 ち女性総合セ

称)の制定に向 15:30 いち ち女性総合セ 寺尾美子委員 ンター企画事

けての意見交換 ンター 総理府 業課

会 主催 名取はにわ男女共同 052・962・Z512

参画室長
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男女共同参画主会基ポ去仮称)の説者謹理に対する意旦

所属

氏名

※1項目 l枚でお願いいたします.

I 基本法の必要性
r、
該該 E 基本法に盛り込むべき事項
当 0総則
当項 -目的 ・基本1旦念 ・国の責務 ・地方公共団体の責務 ・国民の責務
目 -必要な法制上文は財政上の措置 ・年次報告
項を 0基本的施策等
O -基本計画 ・意識の浸透
自で 0推進体制
四 -審議会 ・オンブズバーソン又は苦情等の加里
む -国際機関、地方公共団体、民間団体との連携
、J

その他

[意見の内容〕

[締切]平成10年7月31日(金)必着

[送付先]内閣*，1)理大臣官房男女共同参画室
〒100-8914 千代田区永田町1-6-1
FAX 0 3 -3 5 8 1 -2 8 6 8 
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i iiz 、、〈 にせンは

費 息 しらケわ Z iJi町istlfjF1
一つの v たるく ン i回-L7 “m‘EE 、・

通らし め つ 。でしのべ トl 
にヂ'ふ‘ にのにていた こ、た。で、て、政党 では

さぞ達時Eは2EE 霊目日白費幸方号喜車E産にし 七早
いこ雪の品福 現 はつこと山と
ると る。 きった。日ーJ一J 

きひ のにコか ? 
答カ回宝 限ミ つ
率ぞ童三 ト

自
民

鎌
田
さ
ゆ
り
さ
ん

(
宮
城
・
新
)

推
薦
政
党

ー
、
あ
え
て
、
二
つ
の
視
点
か
ら
お
答
え
す
る
事
を
お
許
し
く
だ
さ

'v 
⑤
日
本
人
の
か
食
。
の
安
全
を
守
る
た
め
に

相
手
が
ど
ん
な
大
国
で
あ
っ
て
も
、
輸
入
食
品
や
遺
伝
子
食
品
な

ど
の
安
全
性
を
徹
底
調
査
し
、
国
民
が
不
安
を
抱
く
よ
う
な
食
品
は

水
ぎ
わ
で
N
O
と
言
う
べ
き
。
又
、
情
報
を
率
直
に
開
示
す
べ
き
。

@
防
衛
面
か
ら
の
安
全
を
守
る
た
め
に

攻
め
ず
、
攻
め
ら
れ
ず
の
固
に
す
べ
き
。
私
の
政
策
は
、
国
際
機

関
を
誘
致
し
、
世
界
中
の
人
が
日
本
国
内
で
仕
事
、
勉
強
、
生
活
で

き
る
環
境
を
整
え
、
攻
め
ら
れ
な
い
国
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

基
地
問
題
に
も
堂
々
と
N
O
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
自
ら
も
被
爆
国

と
し
て
非
核
の
姿
勢
を
貫
く
。

2
、
世
界
に
誇
っ
て
し
か
る
べ
き
平
和
憲
法
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
、

こ
の
国
の
基
本
と
な
る
も
の
。
但
し
、
各
法
律
に
つ
い
て
は
、
現
状

と
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
あ
り
、
改
正
が
必
要
(
低
学
校
基
本
法
)
。
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3
、
今
、
ス
グ
に
消
費
行
動
へ
つ
な
げ
る
政
策
と
、
私
た
ち
の
不
安

を
解
消
す
る
政
策
が
必
要
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
中
央
集
権
シ
ス
テ
ム
が
及
ぽ
す
お
金
と
時
間

の
浪
費
を
く
い
止
め
る
た
め
に
、
向
戸
治
体
の
清
編
に
よ
り
、
徹
底
し

た
地
方
分
権
で
小
さ
な
政
府
を
築
き
、
議
員
も
定
年
制
を
導
入
し
、

定
数
も
削
減
す
る
。
ま
た
、

P
F
I
の
積
極
導
入
に
よ
り
、
民
間
の

活
性
化
と
体
力
を
つ
け
る
。

4
、
ク
オ
l
タ
の
確
立
↓
政
策
決
定
の
場
に
女
性
が
多
く
存
在
す
る

こ
と
で
、
育
児
休
業
制
、
子
育
て
支
援
の
充
実
が
は
か
れ
る
。

5
、
・
学
校
教
育
法
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
定
数
や
ク
ラ
ス
人
数

等
、
改
正
す
べ
き
項
目
が
あ
る
法
律
。

-
青
少
年
健
全
育
成
法
↓
各
聾
坦
府
県
ま
か
せ
の
伺
法
律
に
関

す
る
ル
l
ル
を
何
の
た
め
に
必
要
な
の
か
を
基
本
に
考
え
、
こ

れ
は
国
と
し
て
の
方
向
性
を
早
急
に
打
ち
出
す
べ
き
。

6
、
・
「
私
の
モ
ッ
ト
ー
」
と
「
私
の
や
り
方
」

-
モ
ッ
ト
ー
↓
誰
を
選
ん
で
も
同
じ
と
思
わ
れ
な
い
仕
事
を
す

る
事
0

・
や
り
方
↓
ひ
た
む
き
に
粘
り
ぬ
い
て
結
果
を
出
す
ま
で
は
あ

き
ら
め
な
い
0

.
信
頼
し
合
，
つ
紳
。
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(
群
馬
・
新
)

推
薦
政
党
民
主
・
社
民

し

お

山
崎
紫
生
さ
ん

ー
、
「
国
を
守
る
」
と
い
う
概
念
か
ら
「
人
間
を
守
り
血
を
流
さ
な
い
」

と
い
う
概
念
に
切
り
換
え
る
。

2
、
戦
後
五
十
三
年
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
支
え
た
平
和
憲
法
の

人
権
尊
重
、
福
祉
、
戦
争
放
棄
の
精
神
を
守
り
ぬ
く
。

3
、
〔
世
界
的
な
競
争
力
の
あ
る
税
制
・
フ
ラ
ッ
ト
な
税
制
へ
〕
な
ど

の
抜
本
的
な
改
革
。

4
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
趣
旨
の
実
現
。

5
、
男
女
平
等
基
本
法
、
情
報
公
開
法
。

6
、
候
補
と
査
肇
台
が
も
た
れ
あ
う
関
係
を
改
め
、
お
互
い
の
力
を

持
ち
合
わ
せ
た
選
挙
と
政
治
づ
く
り
。



広
中
和
歌
子
さ
ん
(
千
葉
・
現
)

推
薦
政
党
民
主
・
社
民
・
自
由
・
改
革

ー
、
日
米
安
保
を
大
切
に
し
つ
つ
、
ア
ジ
ア
各
国
と
の
友
好
関
係
に

努
め
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
安
保
の
枠
組
み
作
り
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
。

2
、
憲
法
の
理
念
と
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
検
証
し
、
新
た
に
対
応

を
要
す
る
課
題
も
含
め
、
憲
法
に
つ
い
て
国
民
的
議
論
を
起
こ
す
。

3
、
ま
ず
景
気
を
浮
揚
さ
せ
、
税
収
を
増
や
す
。

そ
の
後
、
納
税
者
喬
可
制
導
入
を
含
む
公
正
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
税
制
改
革
を
行
い
、
行
革
で
ス
リ
ム
な
政
府
を
作
る
。

4
、
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
を
雇
用
機
会
均
等
法
に
明
記
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
公
正
な
働
く
機
会
を
つ
く
る
。

5
、
A

マ
情
報
公
開
法

avボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
振
興
法
(
税
控
除
を
含
む
)

6
、
信
思
議
と
友
情

民
主

林

睦
美
さ
ん
(
愛
媛
・
新
)

推
薦
政
党

ー
、
日
本
国
憲
法
を
遵
守
す
る
こ
と
と
、
国
ド
連
中
心
主
義
を
基
本
に
、

国
際
機
関
の
役
割
の
強
化
、

O
D
A
・P
K
O
を
含
む
国
際
貢
献
。

安
全
保
障
の
た
め
の
日
米
間
協
力
。

2
、
遵
守
す
る
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

3
、
A

マ
情
報
公
開
と
地
方
分
権
、
ム
ダ
を
な
く
す
る
た
め
の
行
政
改

革
、
官
と
民
の
役
割
の
見
直
し
。

-
国
民
合
意
の
上
で
の
税
制
改
革
で
所
得
-
資
産
、
消
費
の
課

税
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
税
体
系
を
め
ざ
す
。

4
、
「
男
女
共
同
参
画
二

O
O
O年
プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る

こ
と
。
特
に
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
、
母
性
保
護
の
強
化
、

仕
事
と
生
活
の
両
立
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
。

5
、
女
性
の
社
会
参
加
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
環
境
づ
く
り

の
一
つ
と
し
て
男
女
共
通
の
時
間
外
労
働
及
び
深
夜
労
働
の
上
限
規

制
を
法
律
に
明
記
す
る
た
め
に
、
労
働
基
準
法
の
改
正
を
望
む
。

6
、
フ
リ
l
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の
仕
事
と
家
庭
(
母
、
夫
、
七
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歳
と
五
歳
の
男
児
の
五
人
家
族
)

西
岡
瑠
璃
子
さ
ん

(
高
知
・
元
)

推
薦
政
党
共
産

ー
、
戦
後
五
十
歪
京
経
つ
の
に
い
ま
だ
に
ア
メ
リ
カ
の
基
地
が
百
か

所
以
上
あ
り
ま
す
。
日
本
の
防
衛
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
い
っ
た
ん
世
界
で
事
が
起
き
れ
ば
、
真
っ
先
に
飛
ん
で
い

く
な
ぐ
り
込
み
部
隊
で
す
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
に
日
本
が
自
動
的
に
協
力
し
て
い
く
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
日

本
の
安
全
の
た
め
に
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
を
廃
棄
し
て
新
た
に

「
日
米
友
好
条
約
」
を
結
び
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
の
各
国
と

対
等
平
等
の
関
係
を
築
く
こ
と
で
す
。

2
、
か
改
憲
の
勢
力
議
席
は
び
こ
り
て
平
和
へ
の
希
求
は
風
前
の

灯
。
と
私
の
心
情
を
詠
み
ま
し
た
。

日
本
国
寄
径
は
、
第
九
条
に
う
た
わ
れ
て
い
る
平
和
条
項
、
国
民
の

主
権
と
い
う
原
理
を
う
た
い
、
そ
し
て
憲
法
の
中
で
国
民
の
生
活
と
権

利
を
う
た
う
な
ど
、
世
界
に
誇
り
う
る
憲
法
で
す
。
な
ん
と
し
て
も

憲
法
改
悪
を
阻
止
し
、
平
和
憲
法
を
守
り
ぬ
く
決
意
を
し
て
い
ま
す
。

3
、
①
ア
メ
リ
カ
よ
・
り
三
塑
両
い
と
い
わ
れ
る
公
共
事
業
費
の
削
減

と
ゼ
ネ
コ
ン
・
浪
費
型
公
共
事
業
の
削
減
、
②
米
軍
へ
の
「
思
い
や

り
予
算
」
や
戦
闘
機
な
ど
軍
事
費
の
削
減
、
@
世
界
に
例
を
み
な
い

大
企
業
優
遇
税
制
の
是
正
、
@
国
債
の
低
利
借
り
換
え
に
よ
る
国
債

費
の
圧
縮
、
な
ど
を
計
画
的
に
す
す
め
れ
，
控
亦
字
体
質
か
ら
脱
皮
で

き
、
消
費
税
の
廃
止
も
で
き
、
財
政
再
建
は
可
能
で
す
。

4
、
女
性
が
働
く
上
で
の
一
切
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
。
そ
の
た
め

に
母
性
保
護
を
切
り
捨
て
な
い
実
効
あ
る
男
女
雇
用
平
等
法
の
制
定

を
は
か
る
こ
と
。

5
、
・
当
面
、
「
消
費
税
を
三
%
に
戻
し
、
ま
た
飲
・
食
管
聞
を
非
課

税
と
す
る
法
律
」
を
緊
急
に
通
し
た
い
。
平
成
十
二
年
実
施
の

介
護
保
険
法
は
か
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
。
の
法
律
|
|
こ
れ

を
政
府
の
責
任
で
弱
者
の
き
り
す
て
の
な
い
よ
う
、
基
盤
整
備

の
充
実
な
ど
抜
本
的
見
直
し
を
行
い
た
い
。

-
「
医
療
費
の
値
上
げ
を
元
に
戻
す
法
案
」

6
、
政
治
を
志
す
者
と
し
て
、
公
約
を
守
る
こ
と
は
政
治
家
の
生
命

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
政
治
信
条
と
し
て
貫
き
、
決
し
て
国
民
を
裏

切
ら
な
い
こ
と
、
「
自
分
の
良
心
に
恥
じ
な
い
行
動
を
と
る
」
こ
と
で

す。

52 



藤
田
一
枝
さ
ん
(
福
岡
・
新
)
女
あ
ご
ら
会
員

推
薦
政
党
民
主
・
社
民
・
さ
き
が
け

ー
、
戦
後
補
償
の
問
題
の
解
決
な
く
し
て
、
平
和
に
と
っ
て
大
切
な

近
隣
諸
国
の
信
頼
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
権
侵
害
・
環
境

破
壊
・
社
会
開
発
な
ど
に
関
わ
る
、

N
G
0
・
N
P
O
の
国
際
的
な

活
動
を
支
援
し
、
市
民
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
・
国
際
貢
献
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
多
数
国
間
安
全
保
障
対
話
を
推

進
し
、
国
際
平
和
、
軍
縮
に
貢
献
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

2
、
憲
法
改
正
の
動
き
が
あ
る
中
で
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
は
じ

め
、
九
条
な
ど
、
世
界
に
誇
れ
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
憲
法
を
、
こ

れ
か
ら
も
護
り
続
け
、
そ
の
理
念
の
具
体
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す。3
、
財
政
再
建
の
目
的
は
、
高
齢
社
会
対
策
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
景
気
対
策
と
し
て
の
効
果
の

薄
れ
た
、
従
来
型
の
土
木
建
設
中
心
の
公
共
投
資
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
こ
の
財
源
を
高
齢
社
会
対
策
に
当
て
て
い
き
ま
す
。

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
て
見
直
し
、
権
限
・
財
源
を
含
め
地

方
に
移
管
し
、
維
持
管
理
を
中
心
と
し
た
も
の
へ
と
削
減
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
政
赤
字
を
G
D
P比
三
%
基
準
を
目
標
と
し
公
共
事
業
費
の
総

額
の
削
減
を
図
り
、
同
時
に
福
祉
分
野
へ
公
共
投
資
を
振
り
替
え
ま

す
。
例
え
ば
介
護
は
労
働
集
約
型
で
あ
り
、
福
祉
関
連
機
器
の
販
売

等
も
含
め
経
済
波
及
効
果
は
大
き
く
、
こ
の
分
野
で
の
経
済
成
長
分

を
債
務
の
笛
躍
に
あ
て
る
等
、
財
政
再
建
を
長
期
的
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

4
、
政
策
決
定
の
場
へ
の
ク
ォ
l
タ
制
導
入
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
。
人
が
人
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
社
会

5
、
「
政
治
腐
敗
防
止
法
」
「
性
暴
力
禁
止
法
」
「
情
報
公
開
法
」
「
民
法

改
正
(
選
択
的
夫
婦
別
姓
)
」
「
労
基
法
改
正
」
「
男
女
平
等
基
本
法
」

6
、
人
権
。
人
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
基
本
で
あ
り
、
生
き
が
い

を
持
ち
自
己
実
現
が
図
ら
れ
る
条
件
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
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…τド
l
c
r
コ

参
院
選
、
各
党
「
女
性
候
補
」
を
目
玉
に

参
院
選
が
始
ま
っ
た
が
、
社
民
・
福
島
瑞
穂
、
民
主
・
小
宮
山
洋

子
、
公
明
・
浜
四
津
敏
子
、
共
産
・
井
上
美
代
、
新
社
会
(
岡
崎
ひ

ろ
み
)
な
ど
、
各
政
党
と
も
知
名
女
性
を
目
い
っ
ぱ
い
活
用
、
女
性

票
や
無
党
派
層
を
取
り
込
も
う
と
必
死
。
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
で
は
、

さ
す
が
女
性
候
補
は
、
そ
れ
ぞ
れ
琴
線
に
ふ
れ
る
訴
え
。
次
の
選
挙

で
は
「
目
玉
」
だ
け
で
は
な
く
、
過
半
数
を
女
性
に
し
た
い
。

ち
な
み
に
、
今
回
の
有
権
者
数
は
九
九
四

O
万
八
O
五
人
、
う
ち

女
性
は
五
一
一
六
万
二
、
一
八
七
人
で
、
男
性
よ
り
三
一
一
万
人
も

多
い
。
女
性
候
補
は
百
十
人
で
前
回
よ
り
十
四
人
減
っ
た
が
、
女
性

が
全
候
補
に
占
め
る
比
率
は
二
三
・
二
%
で
過
去
量
向
。
前
回
同
様
、

政
党
別
で
は
共
産
党
が
最
も
多
く
、
三
十
人
。
今
ま
で
参
院
選
を
彩
っ

て
い
た
ミ
ニ
政
党
は
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
で
供
託
金
が
比
例
区
六

百
万
円
・
選
挙
区
三
百
万
円
に
上
が
っ
た
う
え
、
四
固
ま
で
全
額
公

費
負
担
だ
っ
た
無
料
政
策
広
告
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
激
減
。
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「
金
の
あ
る
大
政
党
」
が
、
ま
す
ま
す
有
利
に
な
っ
た
。

ー
し
O
、
差
別
排
除
・
労
働
基
準
道
守
の
宣
言
採
択

I
L
O
(国
際
労
働
機
関
)
は
、
六
月
十
八
日
、
強
制
労
働
・
児

童
労
働
の
禁
止
、
結
社
の
自
由
・
団
生
父
渉
権
の
確
立
、
雇
用
・
職

業
の
差
別
排
除
の
四
分
野
の
基
本
的
原
則
と
権
利
を
定
め
た
七
つ
の

I
L
O条
約
に
つ
い
て
、
条
約
の
批
准
・
未
批
准
を
問
わ
ず
加
盟
国

が
尊
重
・
実
現
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た
宣
言
を
採
択
し
た
。
こ
れ
は
、

途
上
国
が
「
未
批
准
」
を
理
由
に
労
働
基
準
を
守
ら
な
い
こ
と
を
抑

止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
ま
た
、
中
小
企
業
育
成
改
革
や
〈
轟
木
文
化

の
開
発
な
ど
を
定
め
た
勧
告
も
採
択
し
た
が
、
契
約
労
働
保
護
の
新

条
約
は
、
来
年
以
降
に
持
ち
越
し
に
な
っ
た
。

面
白
一
新
「
厚
生
白
書
」

六
月
十
二
日
発
表
さ
れ
た
厚
生
白
書
は
、
一
九
五
六
年
に
厚
生
白



書
が
始
ま
っ
て
以
来
初
め
て
女
性
が
中
心
執
筆
者
に
な
っ
た
だ
け

に
、
「
。
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
事
も
育
児
も
仕
事
も
。
で
、
女
性
が
二
重

三
重
に
負
垣
を
負
う
状
況
」
「
父
親
が
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す
時
間

が
短
く
、
存
在
感
も
希
薄
」
な
ど
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
問
題

点
を
ピ
シ
ビ
シ
指
摘
。
図
表
も
二
百
五
十
六
点
掲
載
、
小
倉
ず
加
子

さ
ん
の
「
新
・
専
業
主
婦
志
向
」
な
ど
民
間
の
資
料
も
採
り
入
れ
、

マ
ン
ガ
も
入
れ
る
な
ど
、
役
所
が
出
す
白
書
と
し
て
は
思
い
切
っ
た

試
み
。こ
の
提
言
が
現
実
の
政
治
に
反
映
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

中
教
書
「
家
庭
の
し
つ
け
」
を
強
調

神
戸
の
児
童
連
続
殺
傷
事
件
に
始
ま
り
、
「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教

育
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
文
相
の
諮
問
機
関
、
中
央
教
育
董
融

会
は
、
六
月
三
十
日
、
子
ど
も
の
規
範
意
識
を
育
て
る
た
め
の
提
案

を
文
相
に
答
申
し
た
。

内
容
は
二
一
月
の
中
間
墾
口
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て

は
「
間
違
っ
た
行
い
は
し
っ
か
り
正
そ
う
」
「
良
い
と
こ
ろ
は
ほ
め
て

伸
ば
そ
う
」
な
ど
三
十
四
項
目
だ
が
、
新
た
に
加
え
た
提
言
は
、
①

家
族
が
一
緒
に
食
事
を
と
る
機
会
の
確
保
②
子
ど
も
か
ら
の
電
話

相
談
を
二
十
四
時
間
で
受
け
る
取
り
組
み
の
拡
大
@
地
域
の
大
人

が
子
ど
も
を
叱
る
な
ど
。

①
に
つ
い
て
は
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
I
ド
に
偏
っ
た

食
生
活
や
朝
の
欠
食
を
、
②
は
、
い
じ
め
の
悩
み
を
訴
え
ら
れ
な
い

子
ど
も
が
三
八
%
に
も
の
ぼ
る
調
査
結
果
を
、
併
記
、
イ
ギ
リ
ス
の

民
間
団
体
〈
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
〉
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
中

教
審
が
塞
挺
の
し
つ
け
に
言
及
し
た
の
は
初
め
て
。

文
部
省
は
答
申
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
保
護
者
ら
に
配

布
、
意
識
改
革
を
う
な
が
す
。
な
お
、
中
教
審
は
有
馬
朗
人
会
長
が

自
民
党
比
例
区
か
ら
立
候
補
、
辞
任
し
た
た
め
、
日
経
連
会
長
、
根

元
二
郎
氏
を
後
任
に
選
任
し
た
。

「
防
衛
白
書
」
は
日
米
安
保
体
制
の
意
義
を
強
調

六
月
二
十
三
日
発
表
さ
れ
た
九
八
年
度
版
「
防
衛
白
書
」
は
、
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
開
発
な
ど
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
不
安
定
要

因
が
存
在
し
て
い
る
と
、
日
本
を
取
り
ま
く
状
況
を
説
明
、
、
日
米
安

保
体
制
は
日
本
の
安
全
の
た
め
に
「
必
要
不
可
欠
」
と
強
調
、
新
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
具
体
化
の
た
め
の
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
明
確
に
し

た
。
今
虚
の
参
院
選
は
、
こ
の
意
図
を
砕
く
た
め
に
も
重
要
。
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集
s、
五
カh

ら

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
!

税
金
と
年
金

今
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
た
全
国
婦
人
税
理
士
連
盟
東
日
本
支
部

が
、
六
月
二
十
日
(
土
)
墓
尽
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
!
税
金
と
年
金
」
を
開
催
し
た
。

基
調
講
演
は
上
野
千
鶴
子
さ
ん
「
女
が
食
え
る
社
会
・
女
が
納
税

者
に
な
る
社
会
」
。
上
野
さ
ん
は
現
行
宏
一
品
制
度
は
標
準
世
帯
(
夫
が

会
社
員
で
妻
が
専
業
主
婦
)
が
モ
デ
ル
な
の
は
時
代
遅
れ
と
指
摘
、

書
軍
位
制
か
ら
個
人
単
位
制
へ
の
移
行
を
示
唆
し
た
。
「
第
三
号
被

保
険
者
制
度
や
特
別
墾
膏
控
除
は
、
妻
を
保
護
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
老
後
の
介
護
を
妻
に
依
存
し
よ
う
と
も
く
ろ
む
夫
の
権
益
を
保

護
し
て
い
る
」
「
専
業
主
婦
に
止
ま
る
こ
と
の
奨
励
は
、
裏
返
せ
ば
被

扶
養
者
か
ら
脱
す
る
こ
と
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」
と
、
現
行
制
度
が
女

性
が
働
く
足
棚
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
。

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
上
野
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
で
、
パ
ネ
ラ
l
は
粛
藤
誠
さ
ん
(
日
本
弁
護
士
連
合
会
両

性
の
平
等
委
員
会
委
員
)
太
田
清
さ
ん
(
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
調

査
課
長
)
桝
本
純
さ
ん
(
日
本
労
働
組
ム
露
連
会
室
活
福
祉
局
長
)

遠
藤
み
ち
さ
ん
(
全
国
婦
人
税
理
士
連
盟
元
会
長
)
の
四
名
。

費
藤
さ
ん
は
、
夫
の
非
課
税
限
度
額
、
配
偶
者
手
当
、
配
偶
者
控

除
、
第
三
晃
被
保
険
者
、
医
療
保
険
の
免
除
な
ど
に
よ
る
、
い
わ
ゆ

る
コ
日
万
円
の
壁
」
に
よ
る
女
性
労
働
者
の
就
業
調
整
が
特
に
パ
ー

ト
労
働
者
の
間
で
顕
著
で
あ
る
(
五
六
%
を
超
え
る
)
現
状
を
指
掲
。

こ
れ
ら
の
制
度
が
一
九
八

0
年
代
に
で
き
た
比
較
的
新
し
い
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
「
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
女
性
を
家
に
閉
じ
こ
め
る

た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
は
」
と
推
測
し
た
。

太
田
さ
ん
は
制
度
検
討
の
視
点
を
公
平
性
(
選
択
で
き
な
い
こ
と

〔
例
え
ば
性
別
〕
で
差
別
さ
れ
な
い
)
と
中
立
性
(
完
全
に
同
じ
税

率
を
全
員
に
課
す
中
立
で
は
な
く
、
払
え
る
人
に
多
く
)
に
お
き
、

経
企
庁
の
無
償
労
働
調
査
、
特
に
年
間
八
万
人
の
女
性
が
介
護
の
た

め
に
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
現
状
を
考
慮
し
て
「
主
婦
に
対
す

る
支
援
で
は
な
く
、
介
護
・
育
児
と
い
う
行
動
に
対
す
る
支
援
」
が

政
策
的
に
も
大
切
だ
と
語
っ
た
。

桝
本
さ
ん
は
連
合
の
小
冊
子
『
年
金
改
革
に
向
付
て
』
を
参
照
じ

な
が
ら
、
第
三
号
制
度
は
最
終
的
に
消
滅
さ
せ
る
べ
き
だ
が
、
無
収

入
の
人
に
保
険
料
納
付
を
強
制
で
き
な
い
と
い
う
点
か
ら
、
当
面
は
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「
被
扶
養
者
認
定
基
準
を
男
汀
の
百
三
十
万
円
か
ら
九
十
万
円
に
引

き
下
げ
る
こ
と
で
、
就
業
調
整
す
る
人
を
減
ら
す
」
「
十
八
歳
以
上
の

無
収
入
の
被
扶
養
者
を
第
三
号
と
し
、
学
生
な
ど
も
免
除
の
対
象
に

す
る
」
「
第
二
号
の
夫
が
退
職
し
て
年
金
受
給
者
に
な
っ
て
も
、
第
三

号
の
妻
の
杏
稽
は
継
続
」
な
ど
の
制
度
改
革
を
提
案
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
配
偶
者
特
別
控
除
は
廃
止
し
た
上
で
、
配
偶
者
控
除

の
代
替
案
と
し
て
①
肱
止
す
る
代
わ
り
に
基
礎
控
除
の
引
き
上
げ

@
配
偶
者
控
除
の
段
階
的
引
き
下
げ
と
最
終
的
な
廃
止
③
扶
養

控
除
の
対
象
と
す
る
④
二
分
二
乗
方
式
の
選
択
(
夫
婦
の
収
入
を

足
し
て
二
で
割
る
)
⑤
オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ン
マ
ー
ク
方
式
(
配
偶
者

控
除
あ
る
い
は
配
偶
者
特
別
控
除
と
基
礎
控
除
と
の
「
二
重
控
除
」

を
な
く
す
。
一
方
配
偶
者
が
引
き
き
れ
な
い
基
礎
控
除
を
他
方
配
偶

者
か
ら
差
し
引
く
。
確
定
里
口
必
要
)
な
ど
を
提
案
。
年
金
に
つ
い

て
は
、
基
礎
年
金
を
税
金
か
ら
強
制
徴
収
す
る
制
度
を
提
案
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
部
分
で
は
、
被
盤
貴
認
定
基
準
引
き
下
げ
を

提
案
し
た
桝
本
さ
ん
に
対
し
て
「
九
十
万
限
度
で
は
、
さ
ら
に
就
業

調
整
を
き
っ
く
す
る
人
が
増
え
る
の
で
は
」
と
意
見
が
集
中
。
ま
た
、

会
場
か
ら
「
主
婦
が
主
体
の
生
協
組
ム
員
に
調
査
し
た
ら
、
第
三
号

の
年
金
は
実
際
は
第
二
号
全
員
で
負
担
し
て
い
る
の
に
、
自
分
の
夫

が
払
っ
て
い
る
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
発
言

が
あ
り
、
税
金
・
年
金
問
題
を
一
般
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

も
っ
と
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
(
あ
)

雲
2雪
覇

E 

i 

四
月
二
十
七
日
に
「
関
釜
裁
判
」
の
判
決
が
下
り
、
「
慰
安
婦
」
問

題
に
対
す
る
国
の
法
的
責
任
が
一
部
分
で
は
あ
る
が
初
め
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
六
月
二
十
日
に
飯
田
橋
の
シ
ニ
ア
ワ
ー

ク
墓
尽
で
、
現
在
日
本
で
争
わ
れ
て
い
る
「
慰
安
婦
」
裁
判
の
各
弁

護
団
が
一
堂
に
会
し
た
。
発
言
者
は
弁
護
箇
の
大
森
典
子
(
中
国
)

鈴
木
五
十
三
(
オ
ラ
ン
ダ
)
中
下
裕
子
(
在
日
克
「
慰
安
婦
」
裁
判
)

横
田
邦
夫
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
古
田
典
子
(
韓
国
遺
族
会
)
さ
ん
と
藍

谷
邦
夫
弁
護
士
。
今
回
の
判
決
で
国
の
「
立
法
不
作
為
」
に
望
車
が

課
せ
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
さ
れ
、
今
後
の
裁
判
に
盛
り
込
み

た
い
と
い
う
意
見
が
相
次
い
だ
。
た
だ
、
公
式
謝
罪
の
義
務
の
棄
却
、

勤
労
挺
身
隊
員
の
訴
え
の
全
面
棄
却
に
は
失
望
の
声
が
あ
が
っ
た
。

今
後
は
「
外
国
人
戦
後
補
償
法
」
「
戦
時
性
的
強
制
労
働
被
害
者
問
題

調
査
会
設
置
法
」
「
態
阜
『
慰
安
婦
』
被
害
者
個
人
賠
償
法
」
な
ど
の

法
制
化
を
目
指
し
て
協
力
し
あ
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
法
案
を
め

ぐ

っ

て

活

発

な

議

論

が

交

わ

さ

れ

た

。

(

れ

)
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た。“X-rated novelist" (卑狼小説を書く作家)“X-ratedwords" (卑猿な言葉)

“X -rated dress" (目のやり場に困るような過激なドレス)のごとくである。

やっと本題。映画『サウス・キャロライナ愛と追憶のかなた』の中の会話から。

SUSAN : Y ou had a dream about me? わたしの夢を見たわけ?

TOM : Yeah. Y ou want to hear? ああ、聞きたいかい?

SUSAN: I'm not sure. どうかしら。

TOM : Don't worry. This one's G-rated.心配ない。今度の夢は健全なやっさ。

ちなみに、この映画パープラ・ストライザンド製作・監督・主演の作品で、その年

('91年)の話題をさらった。トムを演じたニツク・ノルティがアカデミー賞主演男優

賞を取ったほか、作品賞その他いくつもノミネートされたはずである。私の印象に焼

きつけられたのは、ピリー・クリスタルの軽妙な司会で舞台に上がってきたジェシ

カ・タンディ(特別功労賞のようなものを受けたのか?)が、「パープラが監督賞にノ

ミネートされなかったのはおかしい、残念だjと、堂々たる風格で述べた光景であ

る。客席に座っていたパープラ・ストライザンドも“Thankyou， Jessica"と言って

微笑んだが、そこに込められた先輩への感謝とこれまでの苦労へのねぎらい、言いに

くいことをはっきり言う勇気を与えられた喜びなどがこもった何ともいえず良い笑

顔だった。事実、それまで作品賞にノミネートされた作品の監督で、監督賞にノミ

ネートされなかった例はなかったらしい。ジェシカ・タンディが「女性差別だ」という

言葉を使ったかどうか記憶に定かではないが、デインゼル・ワシントンが賞を取って

いないことなども併せ、黒人・女性に厳しいハリウッドの体質を改めて組上に載せ

Tこ。

妹(詩人)の自殺未遂で呼びつけられたトム。精神分析医スーザンとの交流を通じ、

自分自身も妹と同じ子ども時代の重い記憶を抱えていること、それが時として抱え

きれなくなり自分の中に閉じこもり妻や子どもたちにも心配の種であることなど、

少しずつ心を解きほぐされていく。恋あり、夫婦、親子の葛藤ありのすばらしい映画

だ。そのすばらしさを象徴するような味わいを“ThePrince of Tides"のタイト

ルが与えてくれる。



気になる英語令令令令令令や令令令令令令令令令令令場

G-rαted 
(ジー・レイテイドj

奥川 睦
f記しておく。“X-rated"

l。いわゆるポルノ映画の

'にR(Restricted)カまくる。

「一般むけの、健全なjの意。恒例により一応カタカナもf

のほうがとおりがいいかもしれない。こちらは「成人指定

こと。 17歳以下は観ることができない。順番からいくとさえ

これは大胆な性の描写や暴力シーンがある準成人映画。 17

伴でないと観られない。さらにPG(Parental Guidance) 

が望ましい映画。 PG13のように数字がつくと、その年齢

められるという風に使われる。その次にくるのが表題の(

観られる一般向けの映画だ。

歳以下の観客は、大人同

になると、保護者の同伴

l以下は保護者の同伴が求

; (GeneraI)で、だれでも

斎藤英次著『英語は映画でJ(マガジンハウス)による2

げる表現の自由を守りながらも、青少年への悪影響を避砂

製作倫理局の手で、このような映画のランク付けを行本

: r映画業界は、映画にお
るために、 68年から映画

‘ってきたのだjという。

e(死亡率)、 divorcerate 

l率)のように名調で使わ

・と)みなす、思う」の意。

;クラスで一番よい学生の

st. (だれもが彼を正直だ

rateは「率、割合Jの意。 birthrate(出生率)、 deathrat
(離婚率)、 exchangerate (為替相場)、 interestrate (手|

れることが多い。が、ここで使われているのは動詞。 r(..
He is rated among the best students in his c1ass. (彼長

一人と考えられている)0 Everybody rated him as hone 

と思っていた)のように使われる

G (規制不要の一般向

XのXと同義で、謎や不

守日号は91年に廃止され、

NC17 (Not for children 

-使われる。

R (ある種の規制が必要)、 PG(親の監視、指導が必要:

け)と、それぞれみなされたというわけだ。 Xは、未知数

明瞭の意を含めたものとJ思われる。ただしこの"X"といz

今使われているのはNC(Not for Children)だ。実際は、

under 17 }のように、数字が付記されて

面白いのはここからで、映画の年齢制限を表す記号が一

一般的な意味でも使われるようになっている。しかも“X-

元の映画界で使われなくなったものも、新聞、雑誌なと

人歩きを始め、もっと広く

rated"のように、本家本

'で、今もよく見かける。

“X-rated movies"で「ポルノ映画Jを意味したこの言

「過激なJrいかがわしいjといった意味合いで、ごく一斑
葉から転じて、「卑狼なJ

Y的に使われるようになっ

令令令令令令。g。令や令令令令。g。令。g。令令。g。令。gぺ
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地
域
お
こ
し
を
自
ら
の
手
旨
ー
ー

名
護
市
に
「
工
コ
ネ
ッ
ト
美
」
誕
生

思
え
ば
嵐
の
よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
何
か
や
れ
そ
う
な
、
そ

ん
な
一
年
間
が
沖
縄
北
部
の
名
護
市
に
は
あ
り
ま
し
た
。
米
軍

へ
リ
基
地
移
設
の
移
転
先
の
私
た
ち
の
海
を
見
な
が
ら
、
私
た

ち
は
憤
り
と
同
時
に
自
ら
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ

ま
し
た
。
「
も
の
言
わ
ぬ
民
は
滅
ぶ
」
と
宜
野
湾
か
ら
か
げ
つ
げ

鼓
舞
し
て
く
れ
た
島
田
牧
師
り
自
分
た
ち
の
現
実
の
基
地
被
害

に
悩
み
つ
つ
、
悩
む
が
故
に
移
設
を
認
め
な
い
普
天
間
の
〈
カ

グ
ヮ
ー

マ
ド
ゥ
小
の
会
〉
の
女
性
た
ち
。
そ
し
て
、
揺
れ
る
心
を
伝
え

つ
つ
カ
ン
パ
を
し
て
く
れ
た
内
地
の
人
々
。
私
た
ち
は
、
外
側

か
ら
の
こ
れ
ら
の
動
き
の
な
か
で
自
分
た
ち
の
足
下
を
見
て
き

ま
し
た
。
恥
じ
入
り
つ
つ
、
国
策
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
る
私
た
ち

の
く
ら
し
の
辛
さ
に
む
き
あ
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
「
へ
リ
基
地

移
設
N
O」
「
巨
大
海
上
へ
リ
基
地
N
O」
を
そ
の
む
き
あ
い
の

中
か
ら
叫
び
続
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
会
社
発
起
人
の
一
人

の
東
恩
荊
琢
磨
は
、
失
職
と
い
う
道
を
や
む
な
く
選
び
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
N
O
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
彼

I
 
l
 
l
 
l
 
1
 
1
 
1
 
1
 
I
 
l
 
l
 
i
 

--

を
と
り
か
こ
む
仲
間
ー
ー
ー
稲
嶺
盛
良
、
西
平
伸
、
具
志
堅
興
英

な
ど
ー
ー
は
そ
れ
で
も
「
へ
リ
基
地
は
心
の
活
性
化
」
だ
っ
た

と
言
い
続
け
ま
し
た
。
「
へ
リ
基
地
N
O」
は
ゴ

l
ル
で
は
な
く

出
発
点
で
あ
っ
た
の
で
す
。
失
職
し
て
も
生
き
生
き
と
く
ら
し

て
い
き
た
い
と
思
う
者
に
と
っ
て
、
今
回
の
へ
リ
基
地
問
題
は

私
た
ち
の
心
を
活
性
化
す
る
、
そ
う
い
う
力
を
も
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。
「
反
対
」
だ
げ
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
、
へ
リ
基
地
が
持
っ
て
こ
れ
な
い
地
域
づ
く
り
を

し
て
み
よ
う
と
。
ち
ゅ
ち

「
エ
コ
ネ
ッ
ト
・
美
」
は
、
七
人
が
三
十
万
円
ず
つ
出
し
あ
っ

て
、
手
作
り
で
起
こ
し
て
い
っ
た
会
社
で
す
。
す
べ
て
が
手
さ

ぐ
り
の
な
か
、
現
実
と
自
分
た
ち
の
夢
を
な
ん
と
か
す
り
あ
わ

せ
て
、
そ
れ
で
も
こ
の
地
で
生
き
た
い
と
思
う
者
た
ち
の
知
恵

の
会
社
な
の
で
す
。
私
た
ち
は
財
力
も
な
い
し
、
知
識
も
あ
る

わ
げ
で
は
な
い
の
で
す
が
、
外
部
の
人
た
ち
か
ら
得
た
心
の
響

き
あ
い
を
、
単
に
「
へ
リ
基
地
N
O」
だ
け
で
終
わ
ら
せ
た
く

な
い
し
、
楽
し
く
理
ひ
心
を
も
っ
て
自
分
た
ち
の
会
社
を
つ
く

ろ
う
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
今
度
の
七
人
は
、
す
べ
て
、
へ
リ

基
地
反
対
名
護
市
民
投
票
裁
判
の
原
告
団
(
五
百
四
人
)
の
メ

ン
バ
ー
で
す
。

N
Oは
N
Oと
い
い
つ
つ
、
自
分
た
ち
の
地
域
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は
自
分
た
ち
の
手
で
、
と
い
う
そ
ん
な
こ
と
を
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
者
で
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
。
み
ん
な
で
も
っ
と
も
っ
と
自
分
た
ち
の
地

域
を
自
力
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
よ
。
の
び
の
び
と
、
笑

顔
を
忘
れ
ず
に
、
手
を
た
ず
さ
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち

は
、
沖
縄
の
北
部
の
小
さ
な
小
さ
な
地
域
か
ら
手
を
上
げ
て
み

ま
し
た
。
こ
わ
い
な
、
と
思
い
つ
つ
そ
れ
で
も
、
す
っ
と
手
を

上
げ
て
み
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
主
権
は
私
た
ち
に
あ
る
ん
で
す

か
ら
。
そ
ん
な
姿
を
子
ど
も
た
ち
が
見
て
い
る
こ
と
を
励
み
と

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
手
を
上
け
続
け
、
手
を
さ
し
の
べ
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

全
国
の
ま
だ
見
ぬ
皆
さ
ん
。
ど
う
ぞ
私
た
ち
の
小
さ
な
小
さ

な
会
社
の
「
会
員
」
に
な
っ
て
下
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
こ
の
東

海
岸
の
自
然
か
ら
学
ぶ
場
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
壇
上
か

ら
言
う
の
は
+
草
子
で
す
が
、
こ
の
私
た
ち
の
海
の
浜
辺
か
ら
そ

う
呼
び
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
で
元
気
で
い

て
下
さ
い
ま
せ
。

(
五
月
十
八
日
エ
コ
ネ
ッ
ト
・
美
代
表
具
志
川
勇
)

.
エ
コ
ネ
ッ
ト
美
の
事
業
:
・
地
域
ガ
イ
ド
(
海
・
山
・
歴
史
)

〈
美
ら
海
コ

l
ス
〉
ジ
ュ
ゴ
ン
・
シ
ュ
ノ
l
ケ
リ
ン
グ
、
サ
ン

ゴ
礁
・
海
中
整
少
、
無
人
島
ひ
と
り
じ
め
他

〈
美
ら
山
・
川
コ

l
ス
〉
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
グ
リ
ー
ン
パ
ラ
ソ
ル
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
シ
オ
マ
ネ
キ
他

あ
し

〈
美
ら
遊
び
コ

l
ス
〉
じ
ん
ぶ
ん
学
校
、
オ
l
シ
ッ
タ
イ
工
芸

村
コ

l
ス
、
漂
流
物
ク
ラ
フ
ト
コ

l
ス

他

A
V美
ら
会
員
募
集
中
。
年
会
費
一
万
円
(
『
美
ら
通
信
担
購
読
料

含
む
)
。
ツ
ア
l
及
び
イ
ベ
ン
ト
料
金
一

O
%割
引
等
。

A-連絡
先
一
T
9
0
5ー

2
2
6
6

名
護
市
字
瀬
嵩
七
九

T
E
L
/
F
A
X
0
9
8
0
・5
5
・8
6
8
2

川

名

護

市

民

原

告

団

を

支

援

す

る

州

側

〈

全

国

サ

ボ

ー

タ

l
〉
募
集
酬

昨
年
十
二
月
二
十
一
日
、
名
護
市
市
民
投
票
で
「
へ
リ
基
地

反
対
」
票
が
多
数
を
制
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
比
賀
鉄
世
市

長
(
当
時
)
は
「
基
地
建
設
受
諾
」
を
表
明
し
て
辞
任
し
た
。

市
民
の
意
志
を
勝
手
に
覆
し
た
比
賀
補
市
長
の
行
為
は
、
過
半

数
の
意
志
の
尊
重
を
記
し
た
「
市
民
投
票
条
令
」
第
三
条
二
項

に
違
反
す
る
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
で
動
き
だ
し
て
い
る
住

民
投
票
へ
の
動
き
に
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
民
主
主
義
の
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沖縄から

根
幹
を
揺
る
が
す
重
大
な
背
信
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
年
一
月
三
日
に
比
賀
氏
を
告
訴
す
る
市
民
原
告
団
が
結
成
さ

れ
、
二
十
日
に
那
覇
地
裁
名
護
支
部
に
提
訴
、
六
月
三
十
日
に

第
二
回
公
判
が
聞
か
れ
、
被
告
の
準
備
書
面
に
対
す
る
原
告
の

反
論
が
行
な
わ
れ
た
。
裁
判
は
い
よ
い
よ
本
番
-
こ
の
原
告
団

を
支
援
す
る
た
め
に
、
一
月
中
旬
に
「
全
国
サ
ポ
l
タ
l
」
の

募
集
が
開
始
さ
れ
、
現
在
も
獲
侃
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
0

.
連
絡
先
一
T
5
4
5
1
0
0
1
1

大
阪
市
阿
倍
野
区
昭
和

町
二
ー
一
九
ー
一

O
l
一
O
二

(
0
6
・
7
5
1
・
7
3
4
5
)

.
加
入
料
は
一
口
五
百
円
(
事
務
経
費
と
原
告
団
カ
ン
パ
に
充

当
)
、
郵
便
口
座
は
、

0
0
9
5
0
1
8
1
1
1
3
5
9
4

(
名
護
市
民
原
告
団
「
全
因
坊
ポ
l
タ
l
」
事
務
局
)

海
兵
隊
は
い
ら
な
い
!

米
紙
意
見
広
告
を
実
現
す
る
会

昨
年
三
月
、
大
分
県
湯
布
院
町
の
住
民
か
ら
の
呼
び
か
け
で

始
ま
っ
た
「
海
兵
隊
は
日
本
に
い
ら
な
い
」
と
い
う
市
民
意
見

広
告
運
動
は
、
二
か
月
で
何
千
人
も
の
参
同
を
集
め
、
五
月
三

十
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
紙
へ
の
一
面
広
告
掲
載
が
実

現
し
た
。
米
軍
人
に
よ
る
住
民
へ
の
人
権
侵
害
の
実
態
を
率
直

に
報
告
し
た
広
告
に
対
し
て
、
米
国
市
民
か
ら
は
約
八
十
通
の

電
子
メ
l
ル
や
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
米

国
市
民
は
こ
の
問
題
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
」
と
、
情
報
提
供

の
継
続
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
海
上
へ
リ
基
地
問
題
や
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
、

平
和
を
脅
か
す
事
態
が
深
刻
に
な
っ
て
い
く
状
況
を
受
げ
、
今

年
四
月
十
一
日
に
再
度
意
見
広
告
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
定
し

た
。
賛
同
世
話
人
は
、
沖
縄
か
ら
有
銘
政
夫
さ
ん
(
反
戦
地
主
)

高
里
鈴
代
さ
ん
(
那
璽
市
議
)
真
志
喜
ト
ミ
さ
ん
(
ジ
ャ
ン
ヌ

会
)
な
主
名
、
湯
布
院
・
日
出
生
台
か
ら
桑
野
和
泉
さ
ん
(
子

供
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
願
う
女
性
の
会
)
な
ど
四

名
、
あ
と
熊
本
・
広
島
・
神
奈
川
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
玄
匂
掲
載

誌
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
紙
、

掲
載
時
期
は
今
年
九
月
末
か
ら
十
月
初
旬
を
予
定
し
て
い
る
。

掲
載
の
た
め
の
募
金
目
標
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
な
ら
千

二
百
万
円
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
な
ら
九
百
万
円
。
募
金

期
間
は
七
月
二
十
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
で
、
一
口
千
円
か
ら
。

本
部
事
務
所
は
大
分
県
湯
布
院
町
川
上
一
五
二
五
l
一二、

米
紙
意
見
広
告
を
実
現
す
る
会
明

(
T
E
L
/
F
A
X
0
9
7
7
・8
5
・5
0
0
3
)
。
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阪神から

川
〈
市
民
H
議
員
立
法
実
現
推
進
本
部
〉
ガ
報
告
集
会
川

五
月
十
五
日
に
自
・
社
・
さ
・
民
・
公
明
・
自
由
の
六
会
派

の
提
案
に
よ
る
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」
が
可
決
さ
れ
た
。

一
方
、
市
民
と
議
員
の
手
で
練
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
〈
災
害
被

災
者
等
支
援
法
案
(
市
民
H
議
員
立
法
)
〉
は
、
会
期
末
に
ひ
っ

そ
り
と
廃
案
に
な
っ
た
。

六
月
十
九
日
に
神
戸
で
、
六
月
二
十
一
日
に
墓
尽
で
〈
市
民
H

議
員
立
法
実
現
推
進
本
部
〉
墾
暴
会
が
聞
か
れ
た
。
神
戸
集

会
に
は
、
全
国
の
自
治
体
で
最
初
に
「
生
活
再
建
援
助
法
」
の

立
法
化
の
実
現
に
関
す
る
意
見
書
を
採
択
し
た
保
谷
市
か
ら
市

長
、
市
議
会
議
長
、
議
員
(
鈴
木
美
紀
さ
ん
)
の
三
名
が
か
け

つ
け
た
。
墓
尽
集
会
で
は
、
鈴
木
美
紀
さ
ん
が
司
会
を
担
当
し
、

出
席
で
き
な
か
っ
た
小
田
実
代
表
の
代
わ
り
に
山
村
雅
治
兵
庫

事
務
局
長
が
神
戸
集
会
と
経
過
報
告
を
行
な
っ
た
。

市
民
H
議
員
立
法
は
「
生
活
再
建
援
助
法
案
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
市
民
作
成
の
法
案
を
、
九
六
年
五
月
に
国
会
議
員
全
員
に

送
付
し
た
の
が
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
。
そ
の
年
の
十
一
月
に
議

員
会
館
で
「
市
民
H
議
員
盟
諸
会
」
が
行
わ
れ
、
議
員
へ
の
陳

情
で
は
な
く
『
一
緒
に
や
る
』
形
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

夏
原
で
の
集
会
、
リ
レ

1
ト
I
ク
、
座
込
み
、
ロ
ビ
l
活
動

な
ど
の
た
び
に
被
災
者
は
ワ
ゴ
ン
車
で
夜
を
撤
し
て
上
京
し
、

訴
え
て
き
た
。
一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
「
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
訴

え
」
へ
の
賛
同
は
二
万
二
千
通
に
達
し
た
。
〈
災
害
被
災
者
等
支

接
法
案
〉
は
廃
案
に
な
っ
た
が
、
「
市
民
日
議
員
協
議
会
は
今
後

も
継
続
す
る
」
と
、
賛
思
議
員
か
ら
す
で
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。

「
二
年
前
、
公
的
支
援
と
い
う
言
葉
は
国
会
で
は
「
耳
慣
れ
な

い
言
葉
』
だ
っ
た
。
し
か
し
今
、
『
聞
き
慣
れ
た
言
葉
』
と
し
て
認

識
が
で
き
た
」
と
、
玄
香
実
東
墓
事
務
局
長
。
た
し
か
に
、
国

を
動
か
す
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
可
決
さ
れ
た
法
律
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
に
は
遡
及
さ
れ
ず
「
法
に
準
ず
る
行

政
醤
且
で
救
済
」
と
附
帯
決
議
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

集
会
で
採
択
さ
れ
た
「
六
・
一
九
声
明
」
で
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
「
公
的
支
援
」
の
真
の
実
現
の
た
め
に
、
被
災
者
は

動
き
始
め
て
い
る
。
五
月
十
八
日
〈
公
的
援
助
法
実
現
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
〉
が
兵
庫
県
に
出
し
た
要
求
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
は
一
括
と
す
る
こ
と
。

一
、
生
活
再
建
支
援
金
に
つ
い
て
現
行
支
援
策
に
あ
る
「
恒
久

住
宅
へ
の
受
付
」
の
条
件
を
削
除
し
、
仮
設
住
宅
入
居
者
や
県
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阪神から

外
避
難
者
な
ど
す
べ
て
の
被
災
者
を
対
象
と
す
る
こ
と
。

一
、
生
活
再
建
支
援
金
の
対
象
を
、
所
得
一
千
万
円
以
下
の
全

壊
世
帯
に
対
し
て
百
万
円
、
半
壊
世
帯
に
対
し
て
五
十
万
円
を
、

一
律
に
支
給
す
る
こ
と
。

ま
た
、
〈
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

は
六
月
一
日
、
六
項
目
を
県
に
要
望
書
と
し
て
提
出
し
た
。

一
、
支
援
金
の
給
付
は
、
全
額
を
一
括
給
付
と
す
る
こ
と
。

二
、
半
壊
(
半
焼
)
世
帯
へ
の
給
付
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
損

傷
の
著
し
い
一
部
損
壊
世
帯
へ
昭
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

三
、
生
業
の
場
で
あ
る
庖
舗
・
隼
未
所
・
事
務
所
な
ど
に
被
害

を
受
け
た
、
自
営
業
者
も
給
付
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

四
、
年
齢
/
年
収
に
よ
る
区
分
は
設
け
な
い
こ
と
。

五
、
給
付
対
象
を
恒
久
住
宅
入
居
者
に
限
ら
な
い
こ
と
。

六
、
一
日
も
早
く
給
付
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
。

他
の
被
災
者
グ
ル
ー
プ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
拡
充
」
へ
の
要

求
を
県
に
提
出
し
て
い
る
。
会
の
終
わ
り
に
「
こ
の
運
動
を
通

じ
て
、
す
ば
ら
し
い
人
た
ち
に
出
会
え
た
」
と
声
を
つ
ま
ら
せ

な
が
ら
語
っ
た
被
災
者
の
皆
さ
ん
を
置
き
去
り
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
法
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
私
た
ち
は
肝
に
銘
ず
る
べ

き

だ

ろ

う

。

(

あ

)

“H

，aT 

川
山

ro

五
月
三
十
一
日
、
最
終
の
国
会
付
動
に
参
加
し
た
被
災
者
を

中
心
に
三
十
三
名
が
集
ま
り
、
〈
阪
神
・
淡
培
大
震
災
被
災
者
・

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
が
発
足
し
た
。
臨
謀
議
で
「
行
政
措
置

で
救
済
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
以
上
、
こ
れ
か
ら
は
県
(
復

興
基
金
)
を
は
じ
め
各
自
治
体
に
対
す
る
取
り
組
み
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
兵
庫
県
は
六
月
五
日
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復

興
基
金
事
業
の
拡
充
事
業
と
し
て
「
被
災
者
自
立
支
援
金
」
支

給
他
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
内
容
は
次
ぺ

1
ジ
の
表
(
被
災
者
・

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
作
成
)
の
よ
う
に
、
県
外
被
災
者
、
仮
設
住

宅
住
民
、
家
屋
半
壊
・
一
部
損
壊
な
ど
の
被
災
者
に
は
支
給
さ

れ
ず
、
年
齢
や
年
収
に
よ
る
区
別
も
厳
し
い
。
〈
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
〉
は
、
六
項
目
の
要
望
書
を
県
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
全

国
に
会
員
を
募
集
し
て
運
動
を
広
め
て
い
る
。
会
費
は
一
口
五

百
円
〔
郵
便
振
替
1
4
3
2
0
・1
9
9
5
1
8
4
1
1

-
連
絡
先
干
6
5
2
1
0
0
5
3
神
戸
市
兵
庫
区
北
山
町
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二

(

T

E

L

F

A

X

〈
被
災
者
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
結
成

0
7
8
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8

0
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阪神から

これでいいの?r被災者自立支援金」制度
はいーーー~ー~ 年齢と所得で分けられて仮設住宅ダメ! 解体していないとダメ!

いいえ H・H ・.~ 底舗や工場は関係なし! 差額をチビチビでは『生活基盤の回復』どうするの

世議の所得合計は?

お所得346万円以上
{年収500万R以上}

単身世帯 37五5千円

.令|蹴世帯 50万円

総所得346万円以下
年収500万円以下1

- ・ | 量身世帯 75万円
一一一一一一日一一一・コ |間世帯 100万円
65才以上 H 

世街全員の住民税 H 
または指宿税が非課税 H 

" 単身世帯 90万丹

在量世帯 120万円

この資料l手兵庫県汀発表しとf筏災者自立支
援金j制度(986.5)をもとにI波災者市民フ芳一
ラムJ1:1作成しましだβ 会回のj量置が夜災者夜
災池にとって『本当にいいかたちjガどう刀を
さえるだめの参さ之怠ればと忌います。

3主要援護世管への支給t-itl:は l 詳細が不明伝部分、疑問点があれば
世帯主が45才以上で総所得346-600万円{年1i500句 800 I (~j) 阪神淡路天震災復興基金
五月}の世帯に単身世帯 37万5千円恒盟世帯 50万円 078-362-l423-4 t確認しましょう
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ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報
告
書
の
紹
介

(
第
六
回
)

前
田

良周

社
会
内
暴
力
報
告
書

今
回
か
ら
、
九
七
年
の
人
権
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
社
会
内
暴
力
に
関
す
る
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
墾
墨
田
を
紹
介
す
る
。

正
式
名
称
は
『
女
性
に
対
す
る
暴
力
、
そ
の
原
因
と
結
果
に
関
す
る
特
別
望
者
ラ
デ
イ
カ
・
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
氏
の

報
告
書
』
で
あ
る
。
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
序
文
」
「
I

社
会
に
お
け
る
暴
力
」
「
H

国
際
基
準
」
「
E

強
姦

及
び
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
」
「
町
女
性
の
売
買
及
び
強
制
売
春
」
「
V

女

性
移
住
労
働
者
に
対
す
る
暴
力
」
「
羽
宗
教
的
過
激
派
」
「
刊
勧
血
巴
。

「
序
文
」
は
経
過
説
明
で
、
す
べ
て
の
形
態
の
社
会
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
扱
う
本
望
墨
田
の
ほ
か
に
、
女
性

と
少
女
の
売
買
と
強
制
売
春
の
問
題
に
関
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
調
査
の
翌
口
書
、
女
性
に
対
す
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
の
問
題
を
研
究
す
る
た
め
の
ブ
ラ
ジ
ル
調
査
の
報
告
書
、
社
会
に
お
け
る
強
姦
問
題
に
関
す
る
南
ア
フ
リ
カ
調

査
の
報
告
書
を
提
出
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
報
告
者
は
、
今
後
、
女
性
に
対
す
る
国
家
暴
力
に
関
す
る

問
題
を
研
究
す
る
た
め
に
、
西
欧
ま
た
は
北
米
、
並
び
に
ア
ジ
ア
と
中
東
を
訪
問
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

社
会
に
お
け
る
暴
力

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
宣
言
」
二
条
に
よ
れ
ば
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
次
の
も
の
を
包
含
す
る
が
、
こ
れ
に
制
限



さ
れ
な
い
と
理
解
さ
れ
る
。
一
般
社
会
で
発
生
す
る
身
体
的
、
性
的
及
び
心
理
的
暴
力
で
あ
っ
て
、
職
場
、
教
育
施
設
お
よ

び
そ
の
他
の
場
で
の
強
姦
、
性
的
虐
待
-
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
脅
迫
、
女
性
売
買
お
よ
び
強
制
売
春
、

社
会
は
、
女
性
に
社
会
的
空
間
を
享
受
す
る
た
め
の
場
を
提
供
す
る
。
そ
れ
は
社
会
的
担
且
作
用
の
本
質
を
決
定
し
、

女
性
の
生
活
を
条
件
づ
け
る
さ
ま
ざ
ま
の
価
値
を
決
定
す
る
。
社
会
は
家
族
の
外
の
空
間
で
あ
る
が
、
国
家
に
よ
る
完
全

な
統
制
下
に
は
な
い
。
社
会
は
私
的
組
織
や
中
間
団
体
の
場
で
、
女
性
の
人
生
に
そ
の
日
常
の
相
互
作
用
の
一
部
と
し
て

影
響
を
持
つ
。
地
域
の
諸
国
体
や
私
的
団
体
、
宗
教
団
体
、
労
働
組
合
及
び
専
門
団
体
に
至
る
ま
で
、
社
会
は
市
民
社
会

と
呼
ば
れ
る
も
の
の
基
礎
を
提
供
す
る
。
社
会
は
女
性
の
社
会
的
同
一
性
の
場
で
も
あ
る
。

社
会
は
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
制
限
す
る
場
で
も
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
女
性
と
少
女
は
そ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
と
性
的
行
動
の
故
に
、
社
会
に
よ
っ
て
暴
力
を
受
け
る
。
社
会
の
同
一
性
の
鍵
と
な
る
要
素
は
、
公
共
の
名
誉
を
保

持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
共
の
名
誉
は
、
社
会
の
構
成
員
に
よ
っ
て
も
非
構
成
員
に
よ
っ
て
も
、
共
有
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
ゆ
え
社
会
は
、
女
性
の
行
動
を
「
取
り
締
ま
る
」
。
公
共
の
基
準
か
ら
見
て
性
的
に
適
切
で
な
い
行
動
を
す
る
と

さ
れ
た
女
性
は
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
処
罰
は
、
社
会
か
ら
の
排
除
、
む
ち
打
ち
ゃ
石
刑
、
そ
し
て
死
刑
の
よ
う

な
身
体
刑
も
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
へ
の
制
限
は
、
国
家
が
公
共
の
価
値
に
照
ら
し
て
法
と

政
策
を
公
布
す
る
こ
と
を
通
じ
て
許
可
さ
れ
る
。
性
的
行
動
に
関
し
て
女
性
に
与
え
ら
れ
た
選
択
は
、
同
じ
社
会
出
身
の

男
性
と
結
婚
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
婚
姻
外
で
男
性
と
性
的
関
係
を
持
っ
た
り
、
民
族
、
宗
教
や
階
層
社

会
の
外
で
性
的
関
係
を
持
っ
た
り
、
異
性
と
は
別
の
方
法
で
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
生
き
よ
う
と
す
る
な
ど
、
社
会
か
ら

非
難
さ
れ
る
よ
う
な
選
択
を
す
る
と
、
し
ば
し
ば
暴
力
や
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
を
受
け
る
。
一
人
暮
ら
し
の
独
身
女

性
-
夫
を
亡
く
し
た
女
性
や
離
婚
し
た
女
性
は
、
暴
力
や
強
姦
の
標
的
に
さ
れ
る
。
男
性
と
の
婚
姻
関
係
と
い
う
保
護
の

な
い
女
性
は
、
そ
の
社
会
の
傷
つ
き
ゃ
す
い
構
成
員
で
あ
り
、
社
会
の
賀
行
に
お
い
て
周
緑
化
さ
れ
た
り
、
社
会
的
追
放

や
虐
待
の
被
害
者
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
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社
会
が
婚
姻
を
厳
し
く
規
制
し
て
い
る
社
会
や
、
公
共
の
多
数
派
や
警
察
が
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
社
会
で
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
と
経
済
的
自
立
は
、
ほ
と
ん
ど
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
生

活
様
式
に
関
す
る
選
択
に
つ
い
て
言
え
ば
、
パ
ワ
ー
を
得
る
と
い
う
意
味
で
あ
れ
資
源
配
分
と
い
う
意
味
で
あ
れ
、
そ
の

社
会
内
で
の
経
済
的
自
立
の
た
め
に
女
性
に
用
意
さ
れ
た
選
択
肢
が
な
い
。
婚
姻
と
い
う
公
共
の
保
護
の
な
い
女
性
、
お

よ
び
訓
練
や
市
場
性
の
あ
る
技
術
を
身
に
つ
げ
ら
れ
な
い
女
性
は
、
自
分
や
扶
養
家
族
を
支
え
る
た
め
に
、
売
春
や
経
済

的
に
搾
取
さ
れ
る
仕
事
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
る
。
家
族
や
身
近
な
社
会
の
外
で
自
分
の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
を
強
め

る
た
め
に
仕
事
を
求
め
る
女
性
は
、
自
由
な
取
引
き
の
場
や
非
熟
練
労
働
の
多
い
領
域
の
よ
う
に
、
男
の
た
め
に
性
的
に

用
意
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
場
で
の
女
性
労
働
者
へ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
あ

り
ふ
れ
た
出
丞
事
で
あ
る
。
家
族
や
社
会
の
目
が
届
か
な
い
外
で
生
活
し
働
く
た
め
に
た
た
か
う
事
は
、
男
性
の
暴
力
行

動
の
標
的
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
。

社
会
と
い
う
用
語
は
、
女
性
の
人
権
に
と
っ
て
は
二
面
的
な
概
念
で
あ
る
。
一
方
で
、
社
会
は
し
ば
し
ば
女
性
の
権
利

を
否
定
す
る
。
民
族
的
お
よ
び
宗
教
的
社
会
か
ら
の
非
難
と
い
う
点
で
あ
れ
、
婚
姻
の
社
会
的
構
成
、
職
場
や
教
育
施
設

に
お
け
る
差
別
、
あ
る
い
は
公
共
領
域
に
お
け
る
強
姦
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
点
で
あ
れ
、
社
会
は

女
性
に
対
し
て
残
酷
さ
や
暴
力
や
差
別
の
側
面
を
持
ち
う
る
。
他
方
で
、
社
会
は
、
女
性
が
国
家
か
ら
の
救
済
を
求
め
る

時
に
は
、
女
性
に
社
会
的
支
援
と
連
帯
を
提
供
す
る
養
育
の
場
で
も
あ
る
。

社
会
組
織
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
差
別
と
の
た
た
か
い
を
導
い
て
き
た
。
社
会
は
し
ば
し
ば
次
の
制
度
を
発
展
さ
せ

て
き
た
。
女
性
に
法
律
相
談
や
精
神
的
相
談
を
用
意
し
た
り
、
裁
判
制
度
に
お
い
て
女
性
を
擁
護
し
た
り
、
女
性
被
害
者

に
シ
ェ
ル
タ
ー
そ
の
他
の
支
援
を
提
供
し
た
り
、
刑
事
司
法
制
度
か
ら
女
性
が
遠
ざ
け
ら
れ
る
の
を
予
防
す
る
た
め
に
警

察
署
や
裁
判
所
に
女
性
に
同
伴
し
て
い
く
制
度
で
あ
る
。
社
会
は
、
女
性
被
害
者
が
そ
の
危
機
の
時
に
連
帯
と
強
さ
を
与

え
る
撰
街
体
で
あ
り
支
援
で
あ
る
。
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そ
れ
ゆ
え
社
会
は
、
異
な
っ
た
像
、
さ
ま
ざ
ま
の
慣
行
、
お
よ
び
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
的
態
度
の
聞
の
闘
争
の
側
面
を
も

っ
。
女
性
問
題
に
共
感
す
る
集
団
が
関
係
者
に
注
意
を
喚
起
し
動
員
す
る
こ
と
で
、
社
会
は
女
性
の
品
位
を
落
と
し
差
別

と
な
る
よ
う
な
そ
の
社
会
の
慣
行
や
態
度
に
直
面
し
さ
ら
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
い
て
い
の
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
闘

争
は
、
人
権
や
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
の
促
進
に
関
心
を
持
つ
個
人
や
集
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
社
会
は
、

緊
張
と
矛
盾
の
あ
る
危
険
に
満
ち
た
場
で
、
勇
気
あ
る
支
援
を
す
る
過
程
の
な
か
に
あ
る
。
活
動
家
た
ち
は
、
国
際
人
権

法
文
書
に
列
挙
さ
れ
た
価
値
や
基
準
で
国
際
社
会
の
協
力
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
際
基
準

九
五
年
の
予
備
報
告
書
で
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
撤
廃
の
た
め
に
適
切
な
国
際
的
責
務
と
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
国
際
人
樟
法
と
地
域
的
人
提
供
法
の
枠
組
み
を
詳
し
く
明
ら
か
に
し
た
。
九
六
年
の

塞
挺
内
暴
力
報
告
書
で
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
つ
い
て
、
家
庭
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
限
り
で
検
討
し
た
。

家
庭
内
暴
力
と
同
様
、
社
会
内
暴
力
は
、
非
国
家
行
為
者
や
私
人
に
つ
い
て
の
国
家
責
任
と
い
う
重
要
問
題
を
明
る
み

に
出
す
。
か
つ
て
の
人
権
法
の
厳
格
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
国
家
に
責
任
が
あ
る
の
は
国
家
自
身
の
行
為
や
国
家
機
関
の
行

為
に
つ
い
て
の
み
で
あ
り
、
私
的
行
為
者
に
よ
る
行
為
は
刑
事
司
法
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
考

え
は
よ
り
現
実
的
考
え
に
道
を
譲
り
、
国
家
は
「
そ
の
行
為
が
国
家
に
よ
っ
て
な
さ
れ
よ
う
と
私
的
行
為
者
に
よ
っ
て
な

さ
れ
よ
う
と
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
実
行
す
る
者
を
予
防
し
、
訴
追
し
、
処
罰
す
る
適
切
な
注
意
を
払
う
よ
う
期
待
さ

れ
る
」
と
主
張
さ
れ
る
。
社
会
に
お
け
る
暴
力
に
つ
い
て
国
家
責
任
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
に
基
づ

く
暴
力
を
根
絶
す
る
努
力
に
お
い
て
決
定
的
に
重
大
な
役
割
を
演
じ
、
お
そ
ら
く
人
権
問
題
に
関
す
る
女
性
運
動
の
最
も

重
要
な
貢
献
で
あ
る
。

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
宣
言
」
は
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
暴
力
の
撤
廃
に
関
す
る
包
括
的
な
枠
組
み
を
規
定
す
る
。
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社
会
内
暴
力
に
関
し
て
、
国
家
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
非
難
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
、
そ
の
責
務
を
回
避
す
る
た
め
に
慣

習
、
伝
統
や
宗
教
に
訴
え
な
い
よ
う
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
は
、
社
会
に
よ
る
暴
力
ま
た
は
社
会
に
お
け
る
暴

力
を
撤
廃
し
予
防
す
る
の
に
積
極
的
役
割
を
演
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
宣
言
第
四
条
が
要
求
す
る
よ
う
に
、
国
家
は
「
特
に

教
育
分
野
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
適
切
な
措
置
を
と
っ
て
、
男
女
の
行
動
の
社
会
的
文
化
的
パ
タ
ー
ン
を
修
正
し
、
両
性

の
い
ず
れ
か
の
劣
宜
荏
・
優
等
性
と
い
う
観
念
や
男
女
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
役
割
と
い
う
観
念
に
基
づ
く
偏
見
、
慣
習

や
そ
の
他
の
す
べ
て
の
境
汀
を
廃
止
す
る
べ
き
で
あ
る
」
。
国
家
は
、
立
法
に
よ
っ
て
は
も
と
よ
り
、
女
性
の
力
を
奪
い
が

ち
な
、
そ
し
て
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
社
会
化
の
パ
タ
ー
ン
を
根
本
的
に
変

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
済
を
も
た
ら
す
積
極
的
責
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
宣
言
と
女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
女
性
被

害
者
に
救
済
を
提
供
す
る
立
法
と
法
的
制
度
の
重
要
性
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
撤
廃
す
る
た

め
の
法
的
機
構
以
外
の
機
構
を
含
む
多
元
的
な
戦
略
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
宣
言
は
、
警
察
の
訓
練
、
司
法
の
鋭

敏
さ
、
教
育
課
程
の
改
革
、
情
報
収
集
及
び
女
性
被
害
者
へ
の
特
別
な
援
助
を
要
求
す
る
。
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
た
た

か
う
長
期
政
策
が
成
功
す
る
よ
う
に
、
立
法
や
刑
事
司
法
を
充
実
さ
せ
る
措
置
が
重
要
性
で
あ
る
。
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四

強
憲
、

お
よ
び
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
女
性
に
対
す
る
性
暴
力

一
九
九
一
年
七
月
、
ケ
ニ
ア
の
、
あ
る
全
寮
制
学
校
の
十
代
の
生
徒
七
十
一
人
が
同
級
生
に
強
姦
さ
れ
た
。
十
九
人
の

少
女
が
そ
の
攻
撃
と
混
乱
の
結
果
、
死
ん
だ
。
「
少
年
た
ち
は
少
女
た
ち
に
害
悪
を
加
え
る
つ
も
り
は
な
く
、
た
だ
強
姦
し

た
い
だ
け
だ
っ
た
」
と
い
う
ジ
ョ
イ
ス
・
キ
テ
ィ
l
ラ
校
長
代
理
の
回
答
は
事
態
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
も
の
だ
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
現
象
と
し
て
、
強
姦
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
性
暴
力
は
普
遍
的
で
あ
り
、

国
境
や
文
化
を
越
え
、
す
べ
て
の
国
家
や
社
会
で
女
性
の
品
位
を
下
げ
た
り
攻
撃
し
た
り
す
る
武
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
の
形
態
す
べ
て
は
、
暴
力
、
恐
怖
や
脅
迫
に
よ
っ
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
統
制
す
る
こ



と
で
女
性
を
服
従
さ
せ
る
手
段
で
あ
る
。

強
姦
は
女
性
の
身
体
の
最
も
私
的
で
親
密
な
部
分
に
対
す
る
侵
害
で
あ
り
、
彼
女
の
自
我
の
中
核
へ
の
攻
撃
で
あ
る
。

強
姦
は
、
力
、
怒
り
と
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
を
あ
お
る
破
壊
的
な
杜
片
付
動
で
あ
る
。
多
く
の
強
姦
被
害
者
は
、
強
姦
さ

れ
た
結
果
と
し
て
、
打
ち
負
か
さ
れ
た
感
情
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
れ
は
自
我
に
対
す
る
直
接
室
卓
と
い
う
強
姦
の
本
質

か
ら
生
じ
て
い
る
、
と
報
告
し
て
い
る
。
有
罪
と
な
り
、
投
獄
さ
れ
た
強
姦
犯
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
強
姦
は
多
く
は
復
讐

や
処
罰
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
行
わ
れ
、
実
行
者
は
満
足
を
表
明
し
、
強
姦
に
よ
っ
て
直
接
に
自
尊
心
を
高
め
る
。

戦
争
や
拷
問
と
い
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
を
残
す
出
丞
事
の
被
害
者
と
同
様
に
、
強
姦
被
害
者
は
し
ば
し
ば
〈
強
姦
ト
ラ
ウ
マ

症
候
群
〉
と
呼
ば
れ
る
〈
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候
群

(
P
T
S
D
)
〉
に
悩
ま
さ
れ
、
一
般
的
に
極
端
な
威
嚇
、
テ
ロ

や
無
力
な
状
態
に
あ
る
個
人
に
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
〈
強
姦
ト
ラ
ウ
マ
症
候
群
〉
に
悩
ま
さ
れ
る
者
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
パ
ッ

ク
、
夢
、
身
体
の
記
憶
を
通
じ
て
強
姦
被
害
を
た
え
ず
再
体
験
す
る
。

強
姦
と
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
性
暴
力
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
の
レ
ベ
ル
で
、
明
瞭
な
状
況
で
発

生
す
る
。
す
べ
て
の
形
態
が
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
の
現
象
と
し
て
結
び
つ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
明

瞭
で
あ
る
の
は
、
適
切
な
救
済
を
提
供
す
る
た
め
に
特
殊
な
戦
略
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
女
性
の
抑
圧
に
反
対
す
る
イ
ン
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
強
姦
の
九
種
類
の
形
態
を
列
挙
し
て
き
た
。

(1)
地
域
の

強
姦

(2)
暴
漢
の
強
姦

(3)
政
治
的
強
姦

(4)
少
数
者
の
強
姦

(5)
夫
婦
問
強
姦

(6)
軍
隊
の

強
姦
、
警
察
の
強
姦
(
戦
争
や
「
平
和
維
持
」
状
況
に
お
け
る
)

(

7

)

施
設
の
強
姦
(
病
院
、
留
置
施
設
及
び
監
獄

に
お
け
る
)

(

8

)

経
済
的
に
独
立
し
た
環
境
に
お
け
る
強
姦
、
及
び

(9)
政
治
組
織
内
で
の
強
姦
。

今
日
も
っ
と
も
知
ら
れ
た
悪
名
の
高
い
ジ
ェ
ン
ダ
l
犯
罪
は
強
姦
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
界
の
強
姦
事
件
に
関
す
る
信

頼
で
き
る
統
計
の
入
手
は
困
難
で
あ
る
。
政
府
の
公
式
統
計
は
被
害
者
か
ら
入
手
さ
れ
る
が
、
め
っ
た
に
現
実
を
反
映
し

な
い
。
犯
罪
の
過
小
申
告
は
、
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
再
度
被
害
を
受
け
る
と
か
、
信
用
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
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う
恐
怖
に
由
来
し
た
り
、
自
己
非
難
に
由
来
し
た
り
、
被
害
者
が
自
分
の
体
験
を
強
姦
の
法
的
定
義
と
同
視
で
き
な
い
こ

と
に
由
来
す
る
。

強
姦
に
関
す
る
統
計
デ
l
タ
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
暴
力
を
「
私
的
」
と
定
義
づ
け
る
伝
統
的
な
理
解
に
至
り
、

被
害
者
が
国
家
機
関
に
補
償
を
求
め
る
時
に
女
性
の
基
硝
申
し
立
て
に
効
果
的
に
行
う
べ
き
制
度
的
意
志
が
ま
っ
た
く
な

い
と
い
う
理
解
に
至
る
。
統
計
が
実
際
を
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
性
暴
力
の
範
囲
の
指
標
が
、
既

存
の
統
計
か
ら
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)
カ
ナ
ダ
の
九
五
大
学
の
一
八
三
五
人
の
女
性
の
う
ち
二
三
・
五
%
が
強
姦
ま
た
は
強
姦
未
遂
の
被
害
者
で
あ
っ
た
。

(b)
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
警
察
の
記
録
で
は
、
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
は
、
一
九
九
二
年
に
二
三
O
O
角
一
九
九
三
年
に

三
二
O
O
件
、
一
九
九
四
年
前
半
だ
け
で
三
O
O
O
件
で
あ
っ
た
。

(
C
)

ソ
ウ
ル
の
成
人
女
性
二
二
七
O
人
の
調
査
に
よ
る
と
、
成
人
女
性
の
お
お
よ
そ
二
二
%
が
強
姦
未
遂
ま
た
は
強
姦

の
被
害
者
で
あ
っ
た
。

(d)
ロ
シ
ア
連
邦
の
社
会
保
護
大
臣
に
よ
る
と
、
一
九
九
三
年
に
ロ
シ
ア
連
邦
で
女
性
に
対
す
る
暴
力
と
し
て
墾
口
さ

れ
た
三
三
一
、
八
一
五
件
の
う
ち
、
一
四
、

0
0
0件
が
強
姦
で
あ
っ
た
。
女
性
被
害
者
と
と
も
に
活
動
し
て
い
る
ロ
シ

ア
の
N
G
O
は
、
こ
の
数
値
は
も
っ
と
ず
っ
と
高
い
と
信
じ
て
い
る
。

(
e
)

連
合
王
国
(
イ
ギ
リ
ス
)
で
は
、
大
学
お
よ
び
短
大
の
一
、
四
七
六
人
の
女
性
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ
る
と
、
一

九
・
四
%
が
性
暴
力
の
被
害
者
で
あ
っ
た
。

(f)
青
年
人
口
が
合
州
国
の
人
口
の
一
O
%
以
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
年
代
が
報
告
さ
れ
た
強
姦
被
害
者

の
二
O
な
い
し
五
O
%
を
占
め
る
。

(g)
ア
メ
リ
カ
合
州
国
の
六
O
O
O
人
の
大
学
生
に
つ
い
て
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
六
人
に
一
人
の
女
性
堂
生
が
、
自
分

は
前
年
に
強
姦
ま
た
は
強
姦
未
遂
の
被
害
を
受
け
た
と
報
告
し
て
い
る
。
同
じ
例
で
、
十
五
人
に
一
人
の
男
笠
子
生
が
、
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自
分
は
そ
の
年
に
強
姦
ま
た
は
強
姦
未
遂
を
行
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

A

刑
事
司
法
制
度

警
察
署
は
、
強
姦
被
害
者
に
と
っ
て
公
式
の
国
家
法
機
構
へ
の
も
っ
と
も
普
通
の
入
口
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
国
々

の
警
察
文
化
は
、
女
性
一
般
に
対
し
て
、
特
に
女
性
暴
力
被
害
者
に
対
し
て
、
差
別
的
姿
勢
が
特
徴
的
で
あ
る
。
イ
ン
ド

の
あ
る
N
G
Oは
、
差
別
的
な
見
方
が
警
察
報
止
呈
ず
続
き
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
を
記
録

し
て
い
る
。
被
害
を
届
け
出
た
あ
る
被
害
者
は
、
警
察
官
か
ら
、
「
『
強
姦
』
と
い
う
言
葉
の
意
味
」
を
知
っ
て
い
る
か
と
質

問
さ
れ
た
。
「
お
前
の
よ
う
な
女
は
強
姦
も
さ
れ
な
い
。
楽
し
ん
だ
ん
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
警
察
官
も
い
る
。

こ
う
し
た
差
別
的
行
動
は
、
女
性
が
警
察
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
に
影
響
す
る
。
女
性
の
一
般
的
な
警
察
不
信
は
、
女

性
暴
力
被
害
者
へ
の
警
官
の
違
法
行
為
や
虐
待
が
広
く
墾
口
さ
れ
る
こ
と
で
呼
び
起
こ
さ
れ
、
さ
ら
に
女
性
が
正
式
の
国

家
機
構
に
接
近
す
る
こ
と
を
思
い
止
ま
ら
せ
る
。
警
察
署
の
一
般
的
な
雰
囲
気
が
、
女
性
被
害
者
が
被
害
届
け
を
出
す
か

ど
う
か
に
大
き
く
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
強
豪
被
害
者
は
、
事
件
に
つ
い
て
抑
圧
な
し
に
語
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
プ
ラ

イ
ヴ
ア
シ
l
を
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
警
察
官
は
女
性
被
害
者
に
共
感
を
も
っ
て
信
頼
感
を
形
成
し
な
が
ら
扱
う

べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
必
要
な
ら
ば
保
証
人
に
つ
い
て
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
、
訓
練
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し

か
し
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
関
す
る
特
殊
な
法
執
行
訓
練
を
雪
展
さ
せ
て
い
る
国
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
法
執
行
過
程
で

の
姿
勢
を
変
化
さ
せ
、
警
察
が
変
化
の
た
め
の
提
案
に
応
え
る
よ
う
に
す
る
必
要
は
、
強
姦
や
そ
の
他
の
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
予
防
し
訴
追
す
る
た
め
の
国
家
責
任
の
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

病
院
で
あ
れ
警
察
署
で
あ
れ
、
女
性
被
害
者
の
た
め
の
「
一
時
避
難
所
」
を
作
る
こ
と
を
目
指
す
戦
略
は
、
問
題
と
た

た
か
い
、
病
院
で
の
再
被
害
化
を
避
け
る
も
っ
と
も
効
果
的
な
戦
略
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う
に
、
主
に
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
や
強
姦
に
対
応
す
る
た
め
に
、
特
殊
な
女
性
警
察
署
や
警
察
署
に
女
性
担
当
が
お
か
れ
て
い
る
国
が

あ
る
。
警
察
と
医
療
専
門
家
と
の
密
接
で
効
果
的
な
協
力
が
、
こ
の
点
で
重
要
で
あ
る
。
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強
姦
被
害
者
が
法
医
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
で
身
体
検
査
を
受
け
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
医
療
専
門
家
の

行
動
が
、
被
害
者
が
止
且
訴
を
維
持
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
の
に
決
定
的
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
身
体
検
査
担
当
者
を
慎
重
に
さ
せ
る
必
要
が
強
調
さ
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
カ
ナ
ダ
で
は
、

手
続
き
を
迅
速
に
し
標
準
化
す
る
た
め
に
特
殊
な
法
医
学
検
査
キ
ッ
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
な
ど
他

の
国
で
は
、
医
者
は
、
被
害
者
の
処
女
性
を
判
断
す
る
の
に
そ
の
女
性
の
腫
に
指
が
何
本
入
る
か
を
検
査
す
る
証
拠
収
集

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
性
病
躍
患
や
妊
娠
の
危
険
の
故
に
、
強
姦
被
害
者
の
た
め
の
即
座
の
医
療
問
題
が
重
要
で
あ
る
。

強
姦
の
届
け
出
が
非
常
に
低
い
の
は
、
事
件
が
法
廷
に
持
ち
込
ま
れ
で
も
、
不
合
理
な
証
拠
要
求
と
い
う
系
統
的
な
妨

害
と
差
別
が
あ
り
、
被
害
者
が
確
認
し
な
い
証
拠
は
排
除
さ
れ
、
被
害
者
の
過
去
の
歴
史
が
取
沙
汰
さ
れ
、
被
害
者
が
抵

抗
し
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
、
公
然
と
し
た
実
力
行
使
の
強
調
及
び
純
潔
を
証
明
す
る
要
求
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
実
際
、
強
姦
事
件
で
は
、
被
害
者
は
犯
行
者
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
法
廷
に
引
き
出
さ
れ
、
隠
さ
れ
た
動
機
を
持
っ
て

る
と
非
難
さ
れ
、
ポ
ル
ノ
の
よ
う
な
下
品
な
質
問
を
浴
び
せ
ら
れ
る
。
訴
追
官
は
被
害
者
の
要
求
を
適
切
に
提
出
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
し
、
故
意
に
せ
よ
そ
う
で
な
い
に
せ
よ
、
情
報
が
被
害
者
か
ら
隠
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
多
い
。

強
姦
事
件
で
有
罪
と
な
っ
て
も
、
判
決
は
し
ば
し
ば
求
刑
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
法
は

強
姦
に
つ
い
て
一
年
以
上
十
年
以
下
の
拘
禁
刑
を
規
定
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
強
姦
で
有
罪
と
さ
れ
た
者
の
五
O
%

以
上
は
一
年
以
上
二
年
以
下
の
拘
禁
を
言
い
渡
さ
れ
、
三
O
%
は
二
年
以
上
五
年
以
下
、
五
年
以
上
は
わ
ず
か
二
一
%
に

渇
き
な
い
。
全
判
決
の
三
O
%
は
執
行
猶
予
付
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
法
は
強
姦
を
個
人
の
自
由
に
対
す
る

犯
罪
と
し
て
扱
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
警
察
も
裁
判
所
も
被
害
者
を
非
難
す
る
こ
と
で
こ
の
犯
罪
の
重
さ
を
軽
く

す
る
。
裁
判
所
の
こ
う
し
た
差
別
的
姿
勢
は
、
一
九
七
九
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
量
両
裁
判
所
に
、
下
級
審
に
対
し
て
法
の
文

言
を
適
用
す
る
よ
う
指
導
的
な
呼
び
か
げ
を
す
る
こ
と
を
強
い
た
。
多
く
の
国
の
場
合
、
寛
大
な
判
決
が
、
強
姦
に
関
す

る
法
の
効
果
的
な
実
施
を
妨
げ
続
け
て
い
る
。
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他
の
国
で
は
、
法
律
は
強
姦
の
さ
ま
ざ
ま
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
最
小
限
の
刑
を
規
定
し
て
い
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
刑

法
の
一
九
九
五
年
十
一
月
改
正
に
よ
れ
ば
、
強
姦
に
つ
い
て
の
下
限
は
七
年
で
あ
る
が
、
保
護
者
強
姦
、
集
団
強
姦
又
は

妊
婦
強
姦
の
よ
う
な
加
重
事
案
で
は
下
限
は
十
年
で
あ
る
。

強
姦
裁
判
の
被
害
者
に
と
っ
て
の
ト
ラ
ウ
マ
は
、
訴
追
が
う
ま
く
い
っ
て
も
控
訴
手
続
き
が
長
年
続
い
て
、
な
か
な
か

終
わ
ら
ず
癒
し
の
過
程
を
長
引
か
せ
妨
げ
る
。
上
級
審
へ
の
控
訴
は
一
つ
の
賭
け
で
あ
る
。
振
り
子
は
一
方
の
極
か
ら
他

方
の
極
へ
と
揺
れ
る
。
同
一
事
実
を
審
理
し
て
い
る
の
に
、
事
実
審
は
被
告
人
を
無
罪
と
し
、
上
級
審
は
被
告
人
を
有
罪

と
し
、
量
品
裁
は
再
び
無
罪
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

刑
事
訴
追
は
強
姦
被
害
者
に
と
っ
て
の
救
済
の
唯
一
の
法
的
機
構
で
は
な
く
、
民
事
訴
訟
が
同
様
の
潜
在
的
救
済
を
提

供
す
る
。
一
般
的
な
不
法
行
為
法
は
、
暴
行
、
殴
打
及
び
霊
掲
萱
捕
の
故
意
の
加
害
の
よ
う
な
故
意
の
不
法
行
為
は
民

事
重
水
原
因
と
な
る
と
し
て
い
る
。
民
事
重
水
の
利
点
は
、
証
明
の
基
準
が
低
い
こ
と
で
あ
り
、
原
告
は
蓋
然
性
を
越
え

た
証
明
さ
え
す
れ
ば
よ
く
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
証
明
は
必
要
な
い
の
で
、
同
意
、
強
制
お
よ
び
抵
抗
と
い
っ
た
問

題
が
さ
ほ
ど
妨
げ
と
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
被
害
者
は
、
制
限
条
項
の
範
囲
で
、
民
事
訴
訟
に
持
ち
出
す
か
ど
う
か
を
決
定

す
る
単
独
の
力
を
も
っ
。

人
種
、
民
族
性
、
階
級
の
問
題
や
、
行
為
無
能
力
で
あ
っ
た
か
否
か
の
問
題
は
、
強
姦
や
性
暴
力
に
対
す
る
国
家
の
応

答
に
関
し
て
、
制
度
上
の
失
敗
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
メ
リ
カ
合
州
国
で
は
、
強
姦
は
、
反
抗
す
る
黒
人
女
性

を
抑
圧
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
奴
隷
拷
問
の
普
通
の
方
法
で
あ
り
、
奴
隷
制
時
代
に
は
白
人
男
性
が
黒
人
女
性
を
強
姦

し
て
も
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
が
「
黒
人
女
性
の
系
統
的
な
価
値
引
き
下
げ
」
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
価
値
引
き
下
げ
と
差

別
は
、
刑
事
司
法
制
度
に
お
い
て
、
黒
人
女
性
に
対
す
る
性
暴
力
の
訴
追
や
判
決
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
通
じ
て
現
実
と
な

る
。
こ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
黒
人
女
性
は
性
的
に
用
意
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
法
に
よ
る
保
護
が
低
い
と
い
う
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
制
度
的
人
種
主
義
の
結
果
で
あ
る
。
世
界
中
で
少
数
者
女
性
、
貧
困
女
性
、
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お
よ
び
低
階
層
女
性
に
つ
い
て
も
同
様
の
経
験
が
墾
口
さ
れ
て
お
り
、
国
家
や
社
会
が
保
護
す
る
価
値
が
な
い
と
レ
ッ
テ

ル
を
張
ら
れ
て
き
た
。

B

法
的
枠
組
み

伝
統
的
に
、
強
姦
は
法
律
上
は
〈
道
徳
に
対
す
る
罪
〉
と
定
義
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
多
く
の
国
の
強
姦
法
は
強
姦
を

〈
人
格
又
は
身
体
的
統
合
に
対
す
る
罪
〉
と
定
義
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
ラ
テ
ン
・
ア

メ
リ
カ
地
域
の
諸
国
の
よ
う
に
、
法
律
上
、
強
姦
を
道
徳
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。
逆
に
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
伝
統

的
な
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
刑
法
の
も
と
で
も
っ
と
も
進
歩
的
な
強
姦
法
が
あ
る
が
、
強
姦
は
人
格
に
対
す
る
罪
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。
道
徳
と
の
結
び
つ
き
を
切
り
離
し
、
法
の
焦
点
が
伝
統
的
な
男
対
女
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
l
に
中
立

な
犯
罪
の
定
義
に
移
っ
て
き
た
。

強
姦
の
法
的
塞
義
は
、
殆
ど
の
国
で
は
同
意
の
な
い
ま
た
は
強
制
的
な
腔
貫
通
に
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
議
論
の
焦

点
が
被
害
者
の
性
暴
力
被
害
経
験
よ
り
も
、
異
性
聞
の
性
の
許
容
さ
れ
る
境
界
に
つ
い
て
の
男
性
の
も
の
の
見
方
に
か
か

る
。
〈
男
性
基
準
〉
は
、
男
性
を
裁
く
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
被
害
者
の
行
為
を
も
裁
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ

ス
司
法
は
強
姦
の
定
義
を
、
腔
お
よ
び
旺
門
へ
の
物
の
挿
入
の
よ
う
な
行
為
に
広
く
焦
点
を
当
て
る
よ
う
翠
史
し
て
き
た
。

同
意
が
強
姦
と
性
交
を
分
け
る
法
的
基
準
と
し
て
塞
義
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
裁
判
所
で
は
、
同
意
に
関
す
る
議
論
は

し
ば
し
ば
意
思
と
真
実
性
の
争
い
に
押
し
戻
さ
れ
る
。
多
く
の
裁
判
所
は
、
身
体
傷
害
が
な
い
場
合
、
強
姦
被
告
人
を
有

罪
に
し
よ
う
と
し
な
い
。
同
意
が
強
姦
の
定
義
の
統
合
部
分
で
あ
る
な
ら
ば
、
訴
追
側
は
同
意
の
欠
知
を
合
理
的
な
疑
い

を
超
え
て
証
明
す
る
責
任
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
同
意
が
強
姦
の
塞
寵
で
は
な
く
正
当
化
抗
弁
で
あ

れ
ば
、
同
意
の
証
明
責
任
は
被
告
人
に
転
換
さ
れ
る
。
一
九
八
三
年
、
イ
ン
ド
刑
法
改
正
法
は
、
拘
禁
強
姦
事
件
に
つ
い

て
同
意
の
欠
知
の
証
明
責
任
を
被
告
人
に
転
換
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
主
流
で
は
な
い
。

同
意
年
齢
を
め
ぐ
っ
て
設
定
さ
れ
た
法
定
強
姦
は
、
法
律
上
、
同
意
の
能
力
の
な
い
者
を
国
家
が
室
寵
し
よ
う
と
す
る
。
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早
期
結
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
る
多
く
の
国
で
は
、
同
意
年
齢
は
非
常
に
低
く
、
子
ど
も
の
権
利
を
保
護
す
る
国
際
人
権
文

書
に
違
反
す
る
。
法
律
で
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
保
護
す
る
必
要
は
、
法
定
強
姦
年
齢
は
十
八
歳
未
満
に
設
定
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
十
代
の
性
的
行
動
が
増
加
し
て
い
る
社
会
で
は
、
こ
れ
は
困
難
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
法

定
強
姦
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
権
力
関
係
と
い
う
意
味
で
の
概
念
化
で
あ
ろ
う
。
「
法
律
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
1
と
年
齢
に
基
づ

い
て
女
性
の
無
力
さ
の
最
悪
の
事
例
を
取
り
扱
い
、
す
べ
て
の
セ
ッ
ク
ス
を
形
式
的
に
強
姦
と
し
て
禁
止
す
る
こ
と
で
、

無
力
さ
を
仮
定
す
れ
ば
同
意
は
関
係
な
く
な
る
」
と
い
う
議
論
も
あ
る
。
法
定
強
姦
事
件
で
、
加
害
者
が
未
成
年
か
成
人

か
を
判
断
す
る
必
要
が
こ
の
問
題
に
関
し
て
前
進
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
か
も
し
れ
な
い
。

い
く
つ
か
の
国
で
は
、
性
暴
力
、
性
犯
罪
ま
た
は
犯
罪
的
性
行
動
に
関
す
る
法
改
正
で
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
か
ら
集
団
強
姦
ま
で
、
〈
段
階
的
シ
ス
テ
ム
〉
を
採
用
し
た
。
性
暴
力
の
す
べ
て
の
行
為
が
、
ひ
と
つ
の
法
の
傘
の
も

と
に
段
階
的
に
含
ま
れ
て
い
る
。
性
暴
力
と
い
っ
た
情
緒
的
で
な
い
文
言
を
用
い
て
い
る
の
で
、
強
姦
と
い
う
文
言
は
あ

ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
実
力
行
使
が
実
際
上
、
犯
罪
の
重
大
性
を
規
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
か
し
〈
段
階
的
シ
ス
テ
ム
〉
は
、
身
体
的
暴
力
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
性
暴
力
を
強
調
す
る
の
で
、
殴
ら
れ
た

被
害
者
は
、
そ
の
暴
力
よ
り
も
性
交
行
為
こ
そ
が
主
要
な
被
害
と
感
じ
る
。
殴
打
と
傷
を
受
け
た
こ
と
が
刑
事
裁
判
の
立

証
過
程
で
自
分
を
助
け
た
と
感
じ
た
者
も
い
た
が
、
そ
れ
は
強
姦
自
体
の
中
心
性
に
合
致
し
な
い
。
性
的
侵
害
よ
り
も
犯

罪
の
暴
力
的
要
素
に
注
目
す
る
法
律
は
、
多
く
の
被
害
者
の
実
感
に
合
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

多
く
の
国
に
は
被
害
者
の
証
言
が
補
強
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
法
的
要
求
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
八

0
年
代
以
来
、

多
く
の
国
の
司
法
で
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
で
、
実
際
上
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
イ
ン
ド
の
法
律
で
は
強
姦
立
証
に
は
必

ず
し
も
量
書
を
必
要
と
し
な
い
と
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
官
は
、
特
に
被
害
者
が
処
女
で
な
い
、
あ
る

い
は
未
婚
の
よ
う
な
事
件
で
は
、
身
体
に
傷
が
あ
る
と
か
、
衣
服
が
引
き
裂
か
れ
た
と
か
、
精
液
が
存
在
す
る
と
い
っ
た

状
況
証
拠
を
求
め
、
被
害
者
の
証
言
に
補
強
証
拠
を
求
め
る
。
女
性
弁
護
士
の
増
加
は
こ
の
慣
行
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
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被
害
者
の
性
体
験
に
関
す
る
証
拠
を
許
容
し
て
、
処
女
で
あ
る
か
否
か
を
重
要
視
し
、
被
害
者
の
性
体
験
に
関
す
る
屈

辱
的
な
反
対
尋
問
を
認
め
、
一
方
で
被
告
人
の
性
暴
力
の
歴
史
に
許
容
性
を
制
限
す
る
法
律
や
証
拠
規
則
が
あ
る
。
多
く

の
社
会
で
は
、
処
女
性
と
強
姦
の
起
訴
に
は
重
要
な
結
び
つ
き
が
あ
る
。
強
姦
の
医
学
的
証
拠
の
た
め
に
、
被
害
者
が
処

女
で
あ
る
か
過
去
に
性
体
験
が
あ
る
か
を
確
認
す
る
検
査
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
。
処
女
性
と
強
姦
の
起
訴
と
を
結
び
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
売
春
婦
の
よ
う
な
特
定
の
種
類
の
女
性
は
、
何
が
強
姦
で
あ
り
得
る
か
の
境
界
の
外
に
あ
る
存
在
と

見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
強
姦
不
能
」
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
規
定
は
、
多
く
の
裁
判
で
は
女
性
団
体

の
ロ
ビ
I
活
動
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
て
い
る
。

強
姦
の
結
果
と
し
て
の
妊
娠
問
題
は
、
中
絶
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
国
で
は
特
に
問
題
と
な
る
。
中
絶
を
禁
止
し
た
り
ま

た
は
強
姦
事
件
に
中
絶
の
制
限
を
拡
大
し
て
い
る
法
律
は
、
女
性
を
一
般
に
差
別
し
て
お
り
、
強
姦
被
害
者
を
差
別
し
て

い
る
。
国
家
は
強
姦
被
害
者
に
強
い
ら
れ
た
妊
娠
を
通
じ
て
被
害
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
国
家
は
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ

プ
・
ヘ
ル
ス
を
保
護
し
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
を
保
護
す
る
責
任
が
あ
る
。
そ
し
て
申
絶
を
犯
罪
と
す
る
法
律

に
よ
り
女
性
が
自
分
の
身
体
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
統
制
す
る
こ
と
へ
の
操
作
は
こ
の
義
務
に
違
反
し
て
い
る
。

強
姦
と
性
暴
力
を
規
制
す
る
各
国
明
法
に
お
け
る
差
異
を
強
調
す
る
た
め
に
、
以
下
に
い
く
つ
か
の
国
の
例
を
掲
げ
る
。

(

a

)

ガ

1
ナ
は
強
姦
を
第
一
級
重
罪
と
し
て
三
年
以
上
の
拘
禁
及
び
五
十
万
セ
デ
ィ
ス
(
五
百
U
Sド
ル
)
以
下
の
罰

金
を
付
加
し
、
司
量
支
払
の
で
き
な
い
場
合
に
さ
ら
な
る
拘
禁
と
し
て
い
る
。

(b)
イ
ン
ド
刑
法
に
よ
れ
ば
、
強
姦
は
男
性
が
女
性
に
対
し
て
行
う
ジ
ェ
ン
ダ
l
に
特
殊
な
犯
罪
で
あ
り
、
最
低
七
年
・

仮
釈
放
な
し
の
犯
罪
で
あ
る
。
警
察
は
令
状
な
し
で
捜
索
・
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
保
釈
を
許
可
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
性
暴
力
に
つ
い
て
独
立
し
た
規
定
が
あ
り
、
男
性
が
ペ
ニ
ス
を
被
害
者
(
男
で
あ
れ
女
で
あ
れ
)
の
口
ま
た
は

旺
門
に
挿
入
す
る
不
自
然
な
セ
ッ
ク
ス
を
禁
止
し
(
三
七
七
条
)
、
女
性
の
し
と
や
か
さ
を
侮
辱
す
る
た
め
に
言
葉
を
発
し

た
り
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
有
罪
と
さ
れ
た
強
姦
犯
に
は
、
裁
判
官
の
裁
量
で
、
施
設
収
容
刑
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に
加
え
て
雲
車
が
課
さ
れ
う
る
。
最
近
の
例
で
は
、
盟
主
と
し
て
償
わ
れ
た
金
は
国
家
よ
り
も
被
害
者
に
与
え
ら
れ
る
。

(
C
)

日
本
で
は
、
性
暴
力
と
強
姦
に
つ
い
て
の
見
か
け
は
適
切
な
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
の
解
釈
は
法

の
効
力
を
ま
っ
た
く
失
わ
せ
て
き
た
。
刑
法
一
七
六
条
と
一
七
七
条
は
、
性
暴
力
と
強
姦
を
「
暴
刀
を
用
い
、
威
嚇
し
、

ま
た
は
そ
の
両
方
」
と
規
定
し
て
い
る
。
暴
力
お
よ
び
/
ま
た
は
威
嚇
の
程
度
を
決
定
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
は
、
被
害

者
の
恐
怖
の
程
度
よ
り
も
被
害
者
の
抵
抗
の
程
度
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
さ
ら
に
一
九
五
九
年
の
山
口
地
裁
判
決
に
よ

れ
ば
、
通
常
の
性
交
も
一
定
程
度
の
実
力
行
使
で
行
わ
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
、
強
姦
を
証
明
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て

い
る
。
一
九
五
九
年
の
先
例
に
基
づ
い
て
、
一
九
七
八
年
の
広
島
高
裁
の
例
は
、
「
通
常
の
性
交
」
を
超
え
た
有
形
力
行
使
の

証
拠
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
強
姦
の
起
訴
を
却
下
し
た
。
さ
ら
に
、
民
法
は
、
妻
が
強
姦
さ
れ
た
夫
に
、
強
姦
犯
に
賠
償

を
求
め
る
権
利
を
規
定
し
、
そ
れ
に
よ
り
女
性
の
身
体
は
夫
の
所
有
物
で
あ
る
と
い
う
伝
統
的
考
え
を
成
文
化
し
て
い
る
。

(d)
ネ
パ

l
ル
法
に
よ
れ
ば
、
強
姦
犯
罪
は
「
メ
イ
ド
、
夫
を
亡
く
し
た
女
性
又
は
十
六
歳
以
上
の
既
婚
女
性
」
に
対

し
て
の
み
成
立
す
る
。

(
e
)

ロ
シ
ア
刑
法
二
七
条
に
よ
れ
ば
、
「
通
常
強
姦
」
は
「
実
力
行
使
ま
た
は
威
嚇
を
用
い
て
、
ま
た
は
被
害
者
に
援

助
の
な
い
状
態
を
利
用
し
て
な
さ
れ
る
性
交
」
と
定
義
さ
れ
る
。
「
加
重
強
姦
」
と
は
「
殺
害
の
威
嚇
に
よ
り
文
は
重
大
な

障
害
に
よ
り
又
は
強
姦
前
科
者
に
よ
り
犯
さ
れ
た
強
姦
」
で
あ
る
。
「
特
別
加
重
強
姦
」
と
は
「
集
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

ま
た
は
特
に
重
大
な
結
果
を
生
じ
る
強
姦
、
お
よ
び
少
数
者
の
強
姦
で
あ
る
」
。

(f)
ウ
ガ
ン
ダ
刑
法
に
よ
れ
ば
、
「
強
姦
、
十
八
歳
未
満
の
少
女
の
性
行
為
及
び
被
翠
著
と
の
不
法
な
性
交
」
の
刑
は

死
刑
で
あ
る
。

'
来
年
の
報
告
書
で
、
拘
禁
暴
力
犯
罪
の
独
立
の
法
規
定
と
取
扱
の
必
要
性
を
論
じ
る
が
、
そ
れ
は
判
決
構
成
に
反
映
さ

れ
て
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
行
な
っ
た
国
家
公
務
員
に
よ
る
犯
罪
行
為
を
実
際
に
血
止
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

戸
九
亙
。

ふ
ら
し
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〔
固
定
観
念
を
超
え
る
何
か
?
〕

「
私
の
孫
た
ち
と
世
代
を
超
え
て
物
語
を
共
有

し
て
い
る
人
々
に
」
と
の
画
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
の
本
を
読
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
が
バ
タ
ー
に

な
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
と
言
う
『
ち
び
く
ろ
サ

ン
ポ
』
の
生
ま
れ
変
わ
り
『
お
し
ゃ
れ
な
サ
ム

と
バ
タ
ー
に
な
っ
た
ト
ラ
』
で
す
。
ア
フ
リ
カ

で
「
サ
ン
ボ
」
は
尊
称
の
地
域
も
あ
っ
た
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
奴
隷
の
代
名
詞
と
な
り
、
人
種

偏
見
の
象
徴
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
・

し
た
。
そ
し
て
、
絶
版
と
な
っ
た
こ
の
物
語
が
、

今
ア
メ
リ
カ
黒
人
二
人
の
手
で
廷
っ
た
の
で
す
。

作
者
の
レ
ス
タ
l
氏
は
書
い
て
い
ま
す
。
「
多

く
の
白
人
は
『
リ
ト
ル
・
ブ
ラ
ッ
ク
・
サ
ン
ポ
』

の
愛
読
が
人
種
差
別
主
義
者
の
熔
印
に
つ
な
が

る
と
恐
れ
、
一
方
黒
人
の
多
く
は
憤
慨
で
ご
み

箱
に
捨
て
る
べ
き
だ
と
考
え
た
」
。
彼
も
同
感

だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

/
ア
ペ

4
2
1日
中
#
く
も
チ
ど
も
た
ち

E
J
P
E
5
1
E
F
-
-」
二

コ

-
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が
楽
し
ん
で
き
た
こ
の
物
語
に
は
、
固
定
観
念

を
超
え
る
何
か
が
あ
る
」
と
考
え
続
け
る
の
で

す
。
彼
自
身
「
七
歳
の
時
に
読
ん
で
以
来
五
十

年
間
も
覚
え
て
い
る
物
語
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う

か
?
」
と
、
自
分
の
「
?
」
に
こ
だ
わ
り
、
聞

い
直
し
、
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
「
こ
の
物
語
に

は
い
ろ
ん
な
欠
点
は
あ
る
が
、
確
か
に
真
実
が

存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
想
像
力
と
い
う
真
実

だ
と
思
う
。
そ
こ
で
は
、
動
物
が
一
緒
に
暮
ら

し
、
子
ど
も
た
ち
は
，
ト
ラ
パ
タ
l
e
で
焼
い

た
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
食
べ
、
親
た
ち
は
『
そ
ん

な
に
た
く
さ
ん
食
べ
た
ら
い
け
な
い
よ
』
な
ん

て
、
決
し
て
言
い
は
し
な
い
の
で
す
」
と
。

私
は
レ
ス
タ
1
氏
の
「
想
像
力
」
に
ハ
ツ
と

し
ま
し
た
。
絵
本
の
お
話
会
で
は
低
学
年
ほ
ど

物
語
の
繰
り
返
し
ゃ
言
葉
の
リ
ズ
ム
感
を
含
め

て
ス
ト
ー
リ
ー
に
入
り
込
む
能
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
気
付
い
て
い
ま
す
。
文
字
を
読
め
な

い
こ
と
で
文
字
が
邪
魔
し
な
い
想
像
力
と
言
い

替
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
文
字
の
持
つ
意
味

と
い
う
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
な
い
自
由
が
、
子

ど
も
の
核
に
は
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

こ
う
し
て
書
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
「
な

ぜ
?
」
「
ど
う
し
て
?
」
は
、
大
人
た
ち
の
固
定

観
念
へ
の
問
い
掛
け
じ
ゃ
な
い
の
か
と
思
え
て

く
る
の
で
す
。
今
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
、
子
ど
も
た
ち
の
「
な
ぜ
?
」
を
大
人
が

言
下
に
否
定
し
た
り
、
大
人
の
価
値
観
を
押
し

つ
け
続
け
て
き
た
こ
と
の
ツ
ケ
だ
と
は
見
え
な

い
で
し
ょ
う
か
。
レ
ス
タ
1
氏
の
呈
今
日
日
う
「
固
定

観
念
を
超
え
る
何
か
」
を
、
私
は
子
ど
も
た
ち

と
お
話
会
と
い
う
共
通
の
道
具
で
、
じ
っ
く
り

見
据
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
鳥
取
前
田
享
子
)

〔
お
詰
び
〕・239号
「
あ
ご
ら
試
写
室
」
一
一

0
ペ
ー

ジ
七
行
目
「
初
め
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」

は
、
「
初
め
て
の
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
の

誤
り
で
し
た
。
深
く
お
詰
び
申
し
上
げ
て
訂
正

し
ま
す
。



〈入門講座〉女性に苅する暴力

ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント、強姦、日本軍『慰安

婦Jo80年代から注目を集めてきた女性に対する暴力は、 21世紀を迎えようとす

る今日もなお日本社会では未解決です。国際的にも、子ども虐待、生殖器切除、

人身売買、拷問、強制妊娠などの女性に対する暴力が報告されています。

この連続講座では、講師lこ『あごら』で連載中の『女性に対する暴力一一クマラ

スワミ報告書の紹介』の著者、前回朗先生(東京造形大学助教授)をお迎えし、ク

マラスワミ報告書を参加者全員で読みながら、問題の国際的広がりゃ、解決のた

めの諸方策について検討を加えることにします。

第 1国家庭における暴力 7月 3日(金)

第 2回社会における暴力 7月 10日(金)

第 3回国家による暴力 7月 17日(金)

ともに開場 6時 開始 6時半

会場:渋省区勤労福祉会館第2洋室

参加費 :500円(資料代含む)

主催歴史の事実を視つめる会 (0426-44-3140) 
あごら (03-3354-3941) 
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